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進捗管理シート



日本一の健康長寿県づくり　～県民自らが病気を予防し、生涯を健康に暮らす～　進捗管理シート

6 1

その１

実行（D)

内容

記　 載
方法等

１　思春期から出産までの母体管理意識の啓発の強化
（１）女子高校生ハンドブック・高知県版母子健康手帳別冊
　　 ・作成検討委員会委員選定（6月）

（２）妊婦健康診査の受診勧奨
　   ・母子健康手帳交付時に妊婦にチラシ・妊娠リスクスコア
　　　を配布（随時）
　　　　→H23.3市町村に配布済

２　ハイリスク妊婦に対する支援体制の強化
（１）ハイリスク妊婦情報の提供方法の検討、関係機関協議
（２）ハイリスク妊婦に対する訪問指導、関係者による支援検
　　 討会等実施（随時：～3月末）

４四半期

１　思春期から出産までの母体管理意識の啓発の強化
（１）妊婦健康診査の受診勧奨
　   ・母子健康手帳交付時に渡す妊婦向けチラシ
       （H24年度用）の配布

３四半期

１　思春期から出産までの母体管理意識の啓発の強化
（１）産婦人科医等による出前授業実施（10月～3月）
　　・女子高校生ハンドブックの普及啓発
（２）テレビ、ラジオＣＭの実施（10月）
（３）事業主へ啓発チラシ送付（11月）

１四半期

1
（２）妊婦健康診査の受診勧奨
　   ・母子健康手帳交付時に妊婦にチラシ・妊娠リ
　　　スクスコアを配布（随時）

２
（１）ハイリスク妊婦に対する訪問指導等実施（8月～）

２四半期

２
（１）情報提供書の様式等を産婦人科医会と協議
　　　（6月）

１　思春期から出産までの母体管理意識の啓発の強化
（１）女子高校生ハンドブック・高知県版母子健康手帳別冊
　　・作成検討委員会開催（7月～8月）
　　・女子高校生ハンドブック印刷、高校を通じて配布（9月）
　　・高知県版母子健康手帳別冊印刷、市町村へ配布（9月）
　　　　母子健康手帳交付時に妊婦に配布（随時）

１
（１）女子高校生ハンドブック・高知県版母子健康手帳
　　 別冊
　　・作成検討委員会委員就任依頼（7～8月）
　　・第１回作成検討委員会開催（9月）
　　　※計3回開催予定（～11月）
（２）各市町村へ妊婦健診受診状況調査（8月）
（３）テレビ、ラジオＣＭ等制作業者選定（9月）

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計画欄に記載す
る

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画を実施するにあたり、想定される
課題等
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計
画欄に記載する

記載時期：四半期毎
記載内容：実施計画に対する実施状況（実績等）

記載時期：四半期毎
記載内容：５W1Hの視点で実施後の分析、検証結果

記載時期：四半期毎
記載内容：実施後の分析、検証結果を基に必要に応じて変更した実
施計画

変更計画 実施上の課題　　実施計画 実施上の課題等 実施計画に対する実績 実施後の分析、検証

期

計画（P)

重点取組の名称 母体管理の徹底
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

記載時期：変更計画の策定後
記載内容：変更計画を実行するに当たり、想定さ
れる課題等

評価（C) 改善（A）
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日本一の健康長寿県づくり　～県民自らが病気を予防し、生涯を健康に暮らす～　進捗管理シート

6 1重点取組の名称 母体管理の徹底
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

日本一の健康長寿県構想の取り組み状況と成果 その２

２　ハイリスク妊婦に対する支援体制の強
化
（１）ハイリスク妊婦情報の提供方法の
　　 検討、関係機関協議
（２）ハイリスク妊婦に対する訪問指導、
     関係者による支援検討会等実施

２
(１）情報提供書の様式等を産婦人科医会と協議
　　　（6月）
（２）ハイリスク妊婦に対する訪問指導等実施（8月～）

２　継続

取組の内容及び事業概要

１　思春期から出産までの母体管理意識の
啓発の強化
（１）思春期からの意識啓発（1月～）
　　・女子高校生ハンドブック配布
　　・産婦人科医等による出前授業実施
　
（２）妊娠週数に応じた母体管理意識の
　　 啓発
　　・高知県版母子健康手帳別冊配布
　　　　　　　　　　　　　　　　（1月～）
（３）妊婦健康診査の受診勧奨
　　・母子健康手帳交付時に妊婦に啓発チ
       ラシ配布（随時）
　　・テレビ、ラジオＣＭによる広報の実施
　　　（11～12月）
（４）企業への啓発
　　・県内事業主に啓発チラシ送付(11月）
（５）妊婦健康診査費用の助成

１
（３）母子健康手帳交付時に配布する受診勧奨チラシ、妊娠
　　 リスクスコアを市町村へ送付
（５）妊婦健康診査費用の助成

１
（３）全市町村で母子健康手帳交付時に、妊婦健康診査受診券と一緒に
　　受診勧奨チラシ・妊娠リスクスコアを配布

１　継続

インプット（投入）
<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>

課題と次年度の対応
アウトプット（結果）

<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>
アウトカム（成果）

<アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化を示すこと>
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日本一の健康長寿県づくり　～県民自らが病気を予防し、生涯を健康に暮らす～　進捗管理シート

7 1

その１

実行（D)

内容

記　 載
方法等

重点取組の名称 周産期医療体制の確保
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

記載時期：変更計画の策定後
記載内容：変更計画を実行するに当たり、想定さ
れる課題等

評価（C) 改善（A）

　　実施計画 実施上の課題等

期

計画（P)

１ 【産科医等確保支援事業費補助金】
　   　 交付申請　１８医療施設（２０施設中）
　　   　　※１施設は他の診療科との関係から実施
                困難・医師の確保に支障なし
　　　　　　　1施設は6月末で分娩取扱中止のため
　　　　　　　申請せず
　 【新生児医療担当医支援事業費補助金】
　　　  交付申請　１医療施設（２施設中）
　　　　   ※１施設は、新生児担当医手当新設検討中

２　【すこやか産婦支援事業費補助金】
　　　　交付決定　４市町（対象：５市町）

３  【総合周産期母子医療センター運営費補助金】
　　　　交付申請　高知医療センター

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計画欄に記載す
る

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画を実施するにあたり、想定される
課題等
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計
画欄に記載する

２　助産師を活用した取組の推進
 　【すこやか産婦支援事業費補助金】
         産婦への育児相談を助産師等が実施する市町村を
　　　　支援
　
３　総合周産期母子医療センターの機能維持
　 【総合周産期母子医療センター運営費補助金】
　 　　→申請締切6月末

変更計画 実施上の課題

記載時期：四半期毎
記載内容：実施計画に対する実施状況（実績等）

記載時期：四半期毎
記載内容：５W1Hの視点で実施後の分析、検証結果

記載時期：四半期毎
記載内容：実施後の分析、検証結果を基に必要に応じて変更した実
施計画

実施計画に対する実績 実施後の分析、検証

１四半期

１　産婦人科医・小児科医確保のための処遇改善の取組
　への助成
　  【産科医等確保支援事業費補助金】
 　  　  産婦人科医等に分娩手当を支給する医療機関等を
　　　　支援 → 申請締切6月末
　 【新生児医療担当医支援事業費補助金】
　  　　ＮＩＣＵで勤務する医師に手当を支給する医療機関を
　　　　支援 → 申請締切6月末

２四半期

３　総合周産期母子医療センターの機能維持
（１）周産期医療機関の機能分担の検討
　　　・第１回周産期医療協議会開催（７月）

４　周産期医療従事者の資質向上
　　周産期医療関係者の研修を実施
　　 →高知医療センターに本年度事業を委託

５　医療と地域保健の連携強化
（１）（再掲）医療機関からの情報に基づきハイリスク妊婦
　　　　に対する訪問指導、関係者による支援検討会等を
　　　　実施（随時：～3月末）

３四半期

４　周産期医療従事者の資質向上
　　 ・毎月１回程度研修会実施（７～２月）

２　助産師を活用した取組の推進
（１）助産師外来開設医療機関のスタッフに対する研修を
　　　実施（11月）
（２）助産師の資質向上研修の実施
　　　→11～12月中に１回

３ （１）
　　・第１回周産期医療協議会開催（9月13日）

４　・周産期地域連携研修会（7月28日）
　　　　医療機関　看護師・助産師　33名
　　　　市町村・保健所等職員　　　 13名   計 46名
　　・周産期症例検討会（8月7日）
　　　　産婦人科医　25名　小児科医　8名
　　　　助産師　18名　その他　9名      計 60名
         (上記のうち分娩取扱診療所　産科医　5名)
　　・胎児心疾患の超音波スクリーニング検査講習会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8月9日）
　　　　産婦人科医　22名　小児科医等　5名　計 27名

５ （１）（再掲）
　　・ハイリスク妊婦に対する訪問指導等実施（8月～）

２　助産師を活用した取組の推進
（１）助産師の資質向上研修の実施　→1月末委託実績報告
（２）助産師を活用するための事業を実施
　【すこやか産婦支援事業費補助金】→3月末実績報告

４四半期

１　産婦人科医・小児科医確保のための処遇改善の取組
　への助成
　【産科医等確保支援事業費補助金】
　【新生児医療担当医支援事業費補助金】
　　　→3月末実績報告

３　総合周産期母子医療センターの機能維持
（１）【総合周産期母子医療センター運営費補助金】
          →3月末実績報告
（２）周産期医療機関の機能分担の検討
　　　→第２回周産期医療協議会で検討（3月）
（３）高次医療機関ごとの機能を地域医療機関へ周知
　　　→地域医療機関へ周知文書送付

４　周産期医療従事者の資質向上
　　　→３月中旬委託実績報告

3



日本一の健康長寿県づくり　～県民自らが病気を予防し、生涯を健康に暮らす～　進捗管理シート

7 1重点取組の名称 周産期医療体制の確保
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

日本一の健康長寿県構想の取り組み状況と成果 その２

１　継続
　　　・当該補助金を創設したことにより、各分娩施設で分娩手当の支給を行うようになり、産科医
　　　　の処遇改善につながった
　　　・民間産科開業医にとっては、経営支援策ともなっている
　　　・新生児担当医手当についても、小児科医からは好評である

２　継続

取組の内容及び事業概要 課題と次年度の対応

１　産婦人科医・小児科医確保のための処遇改
善の取組への助成
　[新生児担当医支援事業費補助金]
　　　ＮＩＣＵの新生児を担当する医師に手当を
      支給する医療機関を支援
　[産科医等確保支援事業費補助金]
  　　産科医等に分べん手当を支給する医療
      機関等を支援

１
　［新生児担当医支援事業費補助金］の継続（22年度～）
  ［産科医等確保支援事業費補助金］の継続（21年度～）

１
　［新生児担当医支援事業費補助金］
　  　 交付申請　1医療施設（2施設中）
　　　　交付申請のない１施設は、新生児担当医手当新設準備中
　［産科医等確保支援事業費補助金］
　　　交付申請　18医療施設（20施設中）
　　　交付申請のない１施設は、他の診療科との関係から実施困難
　　　 医師の確保に支障なし
      １施設は6月末で分娩取扱休止のため申請せず

インプット（投入）
<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>

アウトプット（結果）
<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化を示すこと>

３
（１）周産期医療体制の確保のために、総合周産期母子医療センターへの補助は継続
　　　H25年度ＮＩＣＵ３床増床のための設備整備費に係る補助制度を新設予定
（２）（３） 継続

３
（１）【２２年度実績】
　　　　　ＭＦＩＣＵ（母体胎児集中治療管理室）：３床
　　　　　　・稼働率　９０．４％　（２１年度　７８．２％）
　　　　　ＮＩＣＵ（新生児集中治療室）：９床
　　　　　　・稼働率　９９．８％　（２１年度　９３．７％）

３
（１）［総合周産期母子医療センター運営費補助金］
　　 　　交付申請　高知医療センター

（２）第１回周産期医療協議会開催（9月13日）

３
（１）［総合周産期母子医療センター運営費補助金］の継続
　　　　（１７年度～補助）
　
（２）第１回周産期医療協議会開催（9月13日）
　

３　総合周産期母子医療センターの機能維持
（１）運営費補助
　　[総合周産期母子医療センター運営費補助金]
（２）周産期医療機関の機能分担の検討
　　　  周産期医療協議会で検討
（３）高次医療機関ごとの機能を地域医療機関へ
　　周知
　　　 適正搬送の徹底

２　助産師を活用した取組の推進
（１）助産師外来開設予定医療機関のスタッフに
 　　対する研修を実施（11月開催）
（２）助産師の資質向上研修の実施
　　　　委託先：高知県看護協会
　　　　（11～12月頃開催：１回）
（３）助産師を活用するための事業を実施
　［すこやか産婦支援事業費補助金］
       産婦への育児相談を助産師等が実施する
　　　市町村を支援

２
（３）［すこやか産婦支援事業費補助金］の継続（22年度～）

２
（３）［すこやか産婦支援事業費補助金］
　　　　　交付決定　４市町（対象：５市町）

４　周産期医療従事者の資質向上
　　　周産期医療関係者の研修を実施
      　（毎月１回程度：７～３月）
　　　委託先：高知医療センター

４　周産期医療関係者の研修を実施
　　①周産期地域連携研修会（7月28日）
　　②周産期症例検討会（8月7日）
　　③胎児心疾患の超音波スクリーニング検査講習会（8月9日）
　

４　周産期医療関係者の研修を実施
　　①テーマ「災害に備える～施設内の取り組みの現状と課題」
　　　　医療機関　看護師・助産師　33名
　　　　市町村・保健所等職員　　　 13名   計　46名
　　②テーマ「産科から新生児科への連携を考える」
　　　　産婦人科医　25名　小児科医　8名
　　　　助産師　18名　その他　9名      計　60名
         (上記のうち分娩取扱診療所　産科医　5名)
　　③テーマ「胎児心疾患の超音波スクリーニング検査」
　　　　産婦人科医　22名　小児科医等　5名　　　計　27名

４　継続

５　医療と地域保健の連携強化
（１）（再掲）医療機関からの情報に基づきハイリ
スク妊婦に対する訪問指導、関係者による支援
検討会等を実施（随時：～3月末）

５　（１）（再掲）
　・産婦人科医と妊婦健診未受診者等の情報提供方法について
　　協議（6月）
　・ハイリスク妊婦に対する訪問指導等実施（8月～）

５　継続

4
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その１
実行（D)

内容

記　 載
方法等

ア-2
（１）接種実績が把握できていないため評価は保留

イ-1
　検査受診実績が把握できていないため評価は保留

イ-3
　検診業務等で職員の派遣が出来ない研修未参加の9市
町村には、保健所等を通じて、肝炎患者への相談対応や検
査陽性者への専門医受診の勧奨等、今年度、重点的に取
組むことについて協力の依頼をする必要あり。

イ-4
　拠点病院で、様々な機会を通じて概ね月1度は医師研修
を実施。

イ-３
　・H23.7　コーディネータ研修の開催案内
　・H23.8.23-24　コーディネータ研修実施（41名受講）
　　　20市町村、1広域連合、5福祉保健所、
　　　1事業所より参加

ア-２
（１）
　・H23.7　初回接種再開の関係機関周知
　・H23.8.5　新聞広告掲載
　・H23.8.20　（広報広聴課）県広報番組(30分）放送
　・H23.7　高校への啓発チラシ配布
（２）
　・H23.7　東高校での女子高生向け啓発資材検討

イ-１
　・H23.7　広告制作委託プロポーザル実施
　　　　　　　　　（高知広告センターと契約）
　・H23.8.20　（広報広聴課）県広報番組(30分)放送
　・H23.9～10　TV、ラジオCM放送

イ-２
　7月実績　（9月に把握）

重点取組の名称 がん予防の推進
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

記載時期：変更計画の策定後
記載内容：変更計画を実行するに当たり、想定さ
れる課題等

評価（C) 改善（A）

変更計画 実施上の課題

期

　　実施計画 実施上の課題等 実施計画に対する実績 実施後の分析、検証

イ-５　医療費の助成【肝炎医療費助成事業】
　→随時受け付け、月末審査

計画（P)

イ-４　標準治療の普及
　→ホームページでの情報提供

イ-４
肝疾患連携拠点病院（高知大学）で実施
　・標準治療法の普及（HPで提供）
　　→健康対策課よりリンク
　・H23.5.20　肝疾患診療連携拠点病院講演会
　・H23.6.4　平成23年度肝がん撲滅市民公開講座

イ-２
　・H23.4　医療機関及び保健所での検査を開始
　4月実績　　保健所1件、　医療機関61件、陽性１名
　5月実績　　保健所0件、　医療機関95件、陽性１名
　6月実績　　保健所0件、　医療機関82件
　　　計238件

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計画欄に記載す
る

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画を実施するにあたり、想定される
課題等
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計
画欄に記載する

記載時期：四半期毎
記載内容：実施計画に対する実施状況（実績等）

記載時期：四半期毎
記載内容：５W1Hの視点で実施後の分析、検証結果

記載時期：四半期毎
記載内容：実施後の分析、検証結果を基に必要に応じて変更した実
施計画

イ-５
　４－６月新規審査63件、承認61件
　助成対象数（6月末）：B型283名、C型216名

イ-5
　6月までの検査で要請であった2名のうち、1名は治療を開
始し助成制度を利用。

ア-２　ﾜｸﾁﾝ接種に関する確実な伝達と正しい知識の普及
（１）広報
　→7月以降の新聞掲載に向け、業者委託
（２）女子高生向け啓発資材作成
　→啓発資材作成評価検討会開催
　→内容検討

ア-２
（１）ワクチン不足のため、夏ごろまで初回者の
接種が見合されていることから、広報の時期
は、初回者への接種再開とあわせる必要あり。

ア-２
　・H23.6　高校2年生への初回接種再開の関係機関周
知

ア-2
　3月末までの補助期間内に3回の接種を終えるためには、
9月中に1回目の接種を行う必要があるが、初回接種見合
わせのため、接種再開時には広報を行う必要がある。

ア-１
　全市町村が申請。申請額に対し、県の予算額が不足し、
国事業分を0.95、県事業分を0.75を乗じた額で交付決定。
執行状況を確認し、2月補正での対応が必要。

イ-1
　年度当初に行った関係機関への各種啓発により、4-5月
の検査受診数が増加した。ただし、特段の啓発を行わな
かった6月の受診者数は昨年より若干減少している。

イ-2
　昨年度の同時期実績（計176件：4月14件、5月66件、6月
96件）に比べ受診者数が増加している。
　陽性者2名のうち1名は精密検査受診し治療開始。

イ-１　ウイルス性肝炎の正しい知識の普及啓発
　→事業所、医療機関へのポスター、リーフレット等配付
　→広告制作委託プロポーザルの実施

イ-４　標準治療の普及
　→拠点病院による医師研修会

イ-４
肝疾患連携拠点病院（高知大学）で実施
　・H23.7.10　日本肝臓学会市民公開講座
　・H23.7.19　第186回 高知肝疾患症例検討会
　・H23.8.2　高知県C型肝炎学術講演会

イ-１　ウイルス性肝炎の正しい知識の普及啓発
　→医療機関へのチラシ配布
　→啓発チラシの全戸配布（9月～10月）
　→四国銀行電光掲示板での広報

イ-２　ウイルス性肝炎の検査機会の提供【肝炎ウイルス検
査促進事業】
　→毎月の実施状況を把握

イ-３　地域肝炎治療コーディネータの養成【ウイルス性肝炎
治療促進事業】
　→研修開催（7月）
　→コーディネータの取組み状況、課題の把握（9月）

イ-4
　拠点病院で、様々な機会を通じて概ねつき1度は医師研
修を実施。

イ-５　医療費の助成【肝炎医療費助成事業】
　→随時受け付け、月末審査

１四半期

ア-１　子宮頸がん予防ワクチン接種の促進【子宮頸がん等
ワクチン接種緊急促進事業費補助金】
　→市町村からの申請（4/7交付決定）
　→毎月の接種状況を把握（翌々月17日報告）

ア-１
　申請状況　全市町村（4月1日より適用）
　接種実績　　（３月末新規接種者累計数　6,346名）
　　　4月実績　　1,608件（内新規323名）
　　　5月実績　　　709件（内新規264名）
　　　6月実績　　　825件

イ-５
　７月新規審査21件、承認19件、

２四半期

ア-１　子宮頸がん予防ワクチン接種の促進【子宮頸がん等
ワクチン接種緊急促進事業費補助金】
　→毎月の接種状況を把握

ア-１
　7月実績　（9月に把握）

イ-１
　・H23.2　事業所へのｳｲﾙｽ検査受診勧奨チラシ配布
　　　　　（協会けんぽより、10,412事業所に配付）
　・H23.4　医療機関、市町村等への啓発資材配付
　　　　　（ポスター、リーフレット、チラシ）
　・H23.4.26　県広報ラジオでの啓発
　・H23.5　四国銀行電光掲示板による広報
　・H23.6.6　健康づくり婦人会へ検査受診啓発お願い

イ-３　地域肝炎治療コーディネータの養成【ウイルス性肝炎
治療促進事業】
　→プログラムの検討（5月末までに）
　→研修案内（6月上旬）

イ-３
　・H23.5　高知大学と研修プログラムを検討
　・H23.6　福祉保健所単位で市町村への説明会実施

ア-２　ﾜｸﾁﾝ接種に関する確実な伝達と正しい知識の普及
（１）広報
　→7月以降の新聞掲載（初回者への接種再開後）
　→ホームページでの情報提供
（２）女子高生向け啓発資材作成
　→啓発資材作成評価検討会開催（内容の決定）
　→啓発資材作成、配付（7月上旬）

イ-２　ウイルス性肝炎の検査機会の提供【肝炎ウイルス検
査促進事業】
　→県内３５７医療機関と委託契約（H24.1.31まで）
　→県保健所での無料検査の実施
　→毎月の実施状況を把握（翌々月10日報告）
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日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

その１－２
実行（D)

内容

記　 載
方法等

実施上の課題

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計画欄に記載す
る

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画を実施するにあたり、想定される
課題等
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計
画欄に記載する

記載時期：四半期毎
記載内容：実施計画に対する実施状況（実績等）

記載時期：四半期毎
記載内容：５W1Hの視点で実施後の分析、検証結果

記載時期：四半期毎
記載内容：実施後の分析、検証結果を基に必要に応じて変更した実
施計画

記載時期：変更計画の策定後
記載内容：変更計画を実行するに当たり、想定さ
れる課題等

イ-３　地域肝炎治療コーディネータの養成【ウイルス性肝炎
治療促進事業】
　→コーディネータの取組み状況、課題の把握（2月）

期

計画（P) 評価（C) 改善（A）

　　実施計画 実施上の課題等 実施計画に対する実績 実施後の分析、検証 変更計画

イ-１　ウイルス性肝炎の正しい知識の普及啓発
　→TV、ラジオでの広報（10月）

イ-２　ウイルス性肝炎の検査機会の提供【肝炎ウイルス検
査促進事業】
　→毎月の実施状況を把握

イ-３　地域肝炎治療コーディネータの養成【ウイルス性肝炎
治療促進事業】
　→コーディネータの取組み状況、課題の把握（11月）

ア-２　ﾜｸﾁﾝ接種に関する確実な伝達と正しい知識の普及
（１）広報
　→ホームページでの情報提供
（２）女子高生向け啓発資材作成
　→学校等からの要望に応じて資材の配付

イ-１　ウイルス性肝炎の正しい知識の普及啓発
　→ホームページでの情報提供

イ-２　ウイルス性肝炎の検査機会の提供【肝炎ウイルス検
査促進事業】
　→毎月の実施状況を把握

３四半期

ア-１　子宮頸がん予防ワクチン接種の促進【子宮頸がん等
ワクチン接種緊急促進事業費補助金】
　→補助金所要額の調査（11月頃）
　→毎月の接種状況を把握

イ-４　標準治療の普及
　→ホームページでの情報提供

イ-５　医療費の助成【肝炎医療費助成事業】
　→随時受け付け、月末審査

イ-４　標準治療の普及
　→ホームページでの情報提供

４四半期

ア-１　子宮頸がん予防ワクチン接種の促進【子宮頸がん等
ワクチン接種緊急促進事業費補助金】
　→実績報告（3/31又は4/15まで）

イ-５　医療費の助成【肝炎医療費助成事業】
　→随時受け付け、月末審査

ア-２　ﾜｸﾁﾝ接種に関する確実な伝達と正しい知識の普及
（１）広報
　→ホームページでの情報提供
（２）女子高生向け啓発資材作成
　→学校等からの要望に応じて資材の配付
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掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

日本一の健康長寿県構想の取り組み状況と成果 その２

　補助を次年度も継続する場合は、補助期間等を周知するための広告が必要。

　9-10月の広告による検診受診数の増減をみて検討。
　継続の場合の啓発方法については、市町村等の協力ももらいながら、効率的な方法を再検
討

継続
　市町村の行う検査（40歳以上）で対象とならない者（年齢や保険等）や市町村での受診機会
を逃したものへの対応として実施が必要。ただし、国の補助が緊急的に実施されていること
から、国の補助が打ち切られる可能性があり、その場合に県単独事業で行うか検討が必要。

継続
　本年度の研修を未受講の市町村があることと、受講市町村の他の職員にも研修を受けても
らうため、来年度も研修を実施。

継続・情報提供
・拠点病院による医師研修

○事業所へのｳｲﾙｽ検査受診勧奨チラシ配布（H23.2）
　　　　　（協会けんぽより、10,412事業所に配付）
○医療機関、市町村等への啓発資材配付（H23.4）
　　　　　（ポスター、リーフレット、チラシ）
○（広報広聴課）ラジオ番組での啓発（4/26）
○四国銀行電光掲示板による広報（H23.5）
○健康づくり婦人会へ検査受診啓発お願い（6/6）
○（広報広聴課）テレビ番組（8/20,27）
○テレビCM（３局、15秒×60本程度、9～10月）
○ラジオCM（２局、20秒×60本程度、60秒×本程度、9～10月）

○県内３５７医療機関と委託契約（H23/4～H24.1.31まで）
○県保健所での無料検査実施（通年、週1回）
○実施状況
　4月実績　　保健所1件、　医療機関61件
　5月実績　　保健所0件、　医療機関95件
　6月実績　　保健所0件、　医療機関82件

○コーディネータ研修（8/24-25）
　20市町村、1広域連合、5福祉保健所、1事業所より41名参加
　＝未参加9市町村は、当日に検診業務等があり職員の派遣が出来ない

肝疾患連携拠点病院（高知大学）で実施
○情報提供
　・標準治療法の普及（HPで提供）→健康対策課よりリンク
○医師研修等
　・H23.5.20　肝疾患診療連携拠点病院講演会
　・H23.6.4　平成23年度肝がん撲滅市民公開講座
　・H23.7.10　日本肝臓学会市民公開講座
　・H23.7.19　第186回 高知肝疾患症例検討会
　・H23.8.2　高知県C型肝炎学術講演会

イ　ウイルス性肝炎対策の強化

○新聞への広告掲載
　8/5高新朝刊、（業者実施：8/4朝日、読売朝刊）
○情報提供
　初回接種再開連絡（6/10高2、7/10高校生、7/20全対象）
　高校への啓発チラシ配布（7/15）
○（広報広聴課）テレビ番組（8/20,27）
○東高校で女子高生向け啓発資材検討

・医療機関、市町村等への啓発資材配付
・県広報等での啓発
・各種団体への啓発
・テレビ、ラジオCM

・医療機関での無料検査の実施
・県保健所での無料検査の実施

・研修の実施

２．ﾜｸﾁﾝ接種に関する確実な伝達と正しい
知識の普及

・新聞への広告掲載
・ホームページでの情報提供
・テレビ番組の放映
・女子高生向け啓発資材作成検討会開催

ア　子宮頸がんへの罹患予防対策

○申請状況　全市町村（4月1日より適用）
○実績
　　　4月　1,608件（内新規323名）、5月　709件（内新規264名）
　　　6月　　809件（内新規520名）
　　　　　　　　　　　1～6月末　実接種者数7,453名　接種率35.3%

　初回接種の見合わせがあったため、接種可能期間が実質1年もない状態となっている。ま
た、想定していた定期接種化の目処も立っていないことから、基金の延長など国の動向を見
ながら次年度への補助延長も検討が必要。

アウトプット（結果）
<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化を示すこと>

継続

取組の内容及び事業概要 課題と次年度の対応

５　医療費の助成【肝炎医療費助成事業】 ・申請の随時受け付け、月末審査 ○審査、承認件数
　４－７月　新規審査82件、承認80件

１　ウイルス性肝炎の正しい知識の普及啓
発

２　ウイルス性肝炎の検査機会の提供【肝
炎ウイルス検査促進事業】

３　地域肝炎治療コーディネータの養成【ウ
イルス性肝炎治療促進事業】

４　標準治療の普及

インプット（投入）
<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>

１．子宮頸がん予防ワクチン接種の促進
【子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業
費補助金】

・市町村への子宮頸がん等ワクチン接種費補助

7
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日本一の健康長寿県づくり　～県民自らが病気を予防し、生涯を健康に暮らす～　進捗管理シート

11 2

その１

実行（D)

内容

記　 載
方法等

期

計画（P)

重点取組の名称 40代、50代への重点的な取り組み
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

記載時期：変更計画の策定後
記載内容：変更計画を実行するに当たり、想定さ
れる課題等

評価（C) 改善（A）

変更計画 実施上の課題

１　がん検診受診促進事業費補助金
　　利用予定：6か所　検討中：4か所　利用しない：3か所
　　未申請理由
　　・特定健診対象者のみ実施(1)土佐市
　　・緊急雇用基金事業を活用(1)宿毛市
　　・勧奨のみ実施(1)三原村

　　実施計画 実施上の課題等 実施計画に対する実績 実施後の分析、検証

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計画欄に記載す
る

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画を実施するにあたり、想定される
課題等
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計
画欄に記載する

記載時期：四半期毎
記載内容：実施計画に対する実施状況（実績等）

記載時期：四半期毎
記載内容：５W1Hの視点で実施後の分析、検証結果

記載時期：四半期毎
記載内容：実施後の分析、検証結果を基に必要に応じて変更した実
施計画

２　5/27新聞広告掲載
　　6月　高知県法人会連合会会報に
　　　　　 チラシ同封（6,300部）

１四半期
4－6

１　がん検診受診促進事業費補助金
　　交付決定済21市町村（16市町村・1広域連合）

２　がん検診の意義や重要性の周知
　→テレビ・ラジオCM(7月9月）
　→ポスター・リーフレットの配布(企業）

２四半期
7－9

１　40代50代への個別通知などによる受診勧奨
　　【がん検診受診促進事業費補助金】
　→市町村の実施状況の把握
　→市町村と課題の確認、新たな仕組みについて検討

１　がん検診受診促進事業費補助金
　　交付決定済24市町村（19市町村・1広域連合）

１　がん検診受診促進事業費補助金
　　利用予定：2か所　検討中：2か所　利用しない：6か所
　　未申請理由
　　・特定健診対象者のみ実施（1）土佐市
　　・緊急雇用基金事業を活用（１）宿毛市
　　・勧奨のみ実施（３）三原村・土佐清水市・大川村
　　・町内調整不十分（１）黒潮町

３四半期
10－12

２　テレビCM（7月・9月　15秒、３局×２０本程度）
　　ラジオCM（7月・9月　20秒、２局×２０本程度）
　　ポスター・リーフレット　作成中　９月送付予定
     さんSUN高知7月号　お知らせ欄
     8/9　ラジオ「聞かせて高知県」「ラジオ県庁ナビ」

１　40代50代への個別通知などによる受診勧奨
　　【がん検診受診促進事業費補助金】
　→市町村の実施状況の把握
　→次年度の仕組みを予算に反映

２　がん検診の意義や重要性の周知
　→ポスター・リーフレットの配布(市町村）

４四半期
1－3

１　40代50代への個別通知などによる受診勧奨
　　【がん検診受診促進事業費補助金】
　→実績報告（4/15まで）
　→H24年度事業について市町村へ周知

２　がん検診の意義や重要性の周知
　→テレビ・ラジオCM(10月11月）

１　40代50代への個別通知などによる受診勧奨
　　【がん検診受診促進事業費補助金】
　→交付決定
  →H22事業の分析、改善点の検討

２　がん検診の意義や重要性の周知
　→新聞広告(5月)

9



日本一の健康長寿県づくり　～県民自らが病気を予防し、生涯を健康に暮らす～　進捗管理シート

11 2重点取組の名称 40代、50代への重点的な取り組み
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

日本一の健康長寿県構想の取り組み状況と成果 その２

課題と次年度の対応

１　40代50代への個別通知などによる受診
勧奨【がん検診受診促進事業費補助金】

・がん検診受診促進事業費補助金交付要綱改正
　（再勧奨の拡充・利便性向上事業を新設）

・補助事業申請　24市町村（19市町村・1広域連合）　H23.8.15現在
　   利便性向上事業活用　8市町
　　  　検診回数増　　 5市町　51回（高知・安芸・香美・須崎・東洋）
　　  　送迎バス運行　5市町　32回（室戸・須崎・東洋・越知・梼原）

・「忙しい」「面倒」等を理由に受診されない方々への対応。
　→高知県健康づくり推進協議会等の意見を頂き、地域・職域の立場で何ができるか検討し
ていく。

インプット（投入）
<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>

アウトプット（結果）
<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化を示すこと>

・継続

取組の内容及び事業概要

２　がん検診の意義や重要性の周知 (1)住民向けポスター・リーフレットを市町村に配布（H23.3)
(2)新聞広告　5/27
(3)テレビCM　7月・9月　15秒　3局×20本程度
(4)ラジオCM　7月・9月　20秒　2局×20本程度
(5)ポスター・リーフレット　作成中　9月事業所へ送付予定
(6)高知県法人会連合会会報にチラシ同封（6月　6,300部）
(7)さんSUN高知7月号　お知らせ欄
(8)ラジオ番組　8/9

(1)市町村活用状況
　ポスター：役場内・保健センター等に掲示
　リーフレット：住民への個別通知に同封、保健センター等で配布

10



日本一の健康長寿県づくり　～県民自らが病気を予防し、生涯を健康に暮らす～　進捗管理シート

12 3

その１

実行（D)

内容

記　 載
方法等

期

計画（P)

重点取組の名称 包括的ながん医療の推進
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

記載時期：変更計画の策定後
記載内容：変更計画を実行するに当たり、想定さ
れる課題等

評価（C) 改善（A）

変更計画 実施上の課題　　実施計画 実施上の課題等 実施計画に対する実績 実施後の分析、検証

３　高知県がん対策推進計画の見直しに向けた事前調査
　→患者満足度調査準備（委託契約締結）(6月）
　→医療資源調査準備（調査項目の検討）(6月）

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計画欄に記載す
る

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画を実施するにあたり、想定される
課題等
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計
画欄に記載する

記載時期：四半期毎
記載内容：実施計画に対する実施状況（実績等）

記載時期：四半期毎
記載内容：５W1Hの視点で実施後の分析、検証結果

記載時期：四半期毎
記載内容：実施後の分析、検証結果を基に必要に応じて変更した実
施計画

２
がん相談センターの相談件数
　H23.4：電話35件　来所39件　外訪20件　合計94件
　H22.4：電話28件　来所41件　　　　　　　　合計69件

３　高知県がん対策推進計画の見直しに向けた事前調査
　→患者満足度調査準備（医療機関への説明・協力依頼）
　→患者満足度調査の実施
　→医療資源調査準備（調査項目の決定）

１四半期
4－6

１
（１）交付決定　H23.5.6
（２）国へ実施計画提出　H23.5.24

３
　患者満足度調査の実施　9/1～9/30

２　患者や家族への支援
　→がん相談センターこうちの運営
　→出張サロンの実施(7/14中央西　8/18梼原　9/16幡多）

２四半期
7－9

１　医療水準の向上
（１）幡多けんみん病院の拠点病院新規指定に向けた条件
整備
　→指定申請書作成準備（がん患者の受療動向分析等）
（２）がん診療連携拠点病院の機能強化
　→交付決定

１
（１）7.15　幡多けんみん病院と指定要件充足状況
　　　　　　について確認

　　 8.11　厚生労働省と新規申請に向けた意見交換

１
（１）・概ね指定条件満たしていること確認。
　　 ・不十分な項目について、申請までに体制を整備する
　　　 こと確認。
     ・新規申請に向け準備中であること及び現状を説明。

３四半期
10－12

２
　・1カ月平均の相談件数の前年度との比較
　　　電話：21件　来所6件　増
　・外訪は、H23年度から新規実施

２
がん相談センターの相談件数（H23.4～6）1カ月平均
　H23：電話50件　来所48件　外訪13件　合計111件
　H22：電話31件　来所42件　　　　　　　　合計  73件

１　医療水準の向上
（１）幡多けんみん病院の拠点病院新規指定に向けた条件
整備
　→高知県がん対策推進協議会で申請書内容について協
議

３　高知県がん対策推進計画の見直しに向けた事前調査
　→患者満足度調査の回答集計・報告書作成
　→医療資源調査の実施・回答集計

２　患者や家族への支援
　→がん相談センターこうちの運営
　→出張サロンの実施(日程未定）

４四半期
1－3

１　医療水準の向上
（１）幡多けんみん病院の拠点病院新規指定に向けた条件
整備
　→指定に関するプレゼンテーション実施

３　高知県がん対策推進計画の見直しに向けた事前調査
　→調査結果をがん対策推進協議会で報告

２　患者や家族への支援
　→がん相談センターこうちの運営
　→出張サロンの実施(日程未定）

１　医療水準の向上
（１）幡多けんみん病院の拠点病院新規指定に向けた条件
整備
　→県立幡多けんみん病院がん診療機能強化事業費補助
金の交付決定
　→拠点病院指定要件の充足状況の確認
（２）がん診療連携拠点病院の機能強化
　→国へ実施計画提出

２　患者や家族への支援
　→がん相談センターこうちの運営
　→出張サロンの実施(6/6安芸　6/22中央東）
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日本一の健康長寿県づくり　～県民自らが病気を予防し、生涯を健康に暮らす～　進捗管理シート

12 3重点取組の名称 包括的ながん医療の推進
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

日本一の健康長寿県構想の取り組み状況と成果 その２

（２）
・継続：拠点病院への財政支援（H23：2か所　H24：3か所予定）

・今年度より開始した外訪相談の実績を検証し、24年度の事業運営を検討する。

取組の内容及び事業概要 課題と次年度の対応

１　医療水準の向上
（１）幡多けんみん病院の拠点病院新規指
定に向けた条件整備
（２）がん診療連携拠点病院の機能強化

（１）
・7.15　幡多けんみん病院と指定要件充足状況について確認

・8.11　厚生労働省と新規申請に向けた意見交換

（１）
・概ね指定条件満たしていること確認。
・不十分な項目について、申請までに体制を整備すること確認。

・新規申請に向け準備中であること及び高知県の現状を説明。

・がん相談センターこうちの相談員を0.5人役増員（1.5→2人）
・電話相談・来所相談に加え、外訪相談を新設

・がん相談センターの相談件数（H23.4～6）1カ月平均
　H23：電話50件　来所48件　外訪13件　合計111件
　H22：電話31件　来所42件　　　　　　　　合計  73件

・1カ月平均の相談件数が前年度と比べ、電話相談で21件、来所相談で6
件の増

インプット（投入）
<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>

アウトプット（結果）
<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化を示すこと>

・調査結果をもとに、高知県がん対策推進計画を見直す。・患者満足度調査の実施　9/1～9/30３　高知県がん対策推進計画の見直しに向
けた事前調査

２　患者や家族への支援

12



日本一の健康長寿県づくり　～県民自らが病気を予防し、生涯を健康に暮らす～　進捗管理シート

14,15 4

その１

実行（D)

内容

記　 載
方法等

４四半期

１　40代、50代を対象とした特定健診受診勧奨と受診の利便
性向上対策【特定健康診査受診勧奨事業費補助金】
　・実績報告（3/31又は4/15まで）
　・事業効果の検証
　・H24年度事業活用等の依頼

３　マスメディアやチラシ等による、周囲から受診を勧める
きっかけや情報の提供【県民健康づくり総合啓発事業費】
（１）市町村国保加入者向けチラシ（H24年度用）の配布
　　→３月上旬に配付

２　市町村と連携してがん検診・特定健診受診勧奨に取り組
む地域団体の育成支援【健康づくり団体育成支援事業費補
助金】
　・実績報告（3/31又は4/15まで）
　・事業効果の検証
　・H24年度事業活用等の依頼

２　市町村と連携してがん検診・特定健診受診勧奨に取り組
む地域団体の育成支援【健康づくり団体育成支援事業費補
助金】
　・市町村９月補正の対応状況の確認と第2次募集の受付
　・事業効果の中間評価
　・翌年度取り組み予定の市町村への情報提供等

３　マスメディアやチラシ等による、周囲から受診を勧める
きっかけや情報の提供【県民健康づくり総合啓発事業費】

２四半期

１　40代、50代を対象とした特定健診受診勧奨と受診利便性
向上対策【特定健康診査受診勧奨事業費補助金】
　・市町村６月補正の対応状況の確認と第2次募集の受付
　・補助事業に取り組む市町村の状況把握

１　特定健診受診促進事業費補助金
○二次募集で２市町村が交付申請（全２０市町村）
（受診勧奨２０市町村、利便性向上６市町村）
○補助事業効果の把握（H23.6月末時点の受診率）
・補助金活用市町村　　＋0.27ポイント(H23:3.06％,H22:2.79％)
　（再掲）高知市除く　　▲0.44ポイント(H23:4.35％,H22:4.79％)
・補助金未活用市町村　＋0.11ポイント(H23:3.83％,H22:3.72％)
○三次募集にて申請予定　　　１市

１　特定健診受診促進事業費補助金
　＝全市町村が受診勧奨を実施
○受診率は4-6月健診分しか反映されておらず、集団健診未
実施市町村もあることから評価は保留

３四半期

１　40代、50代を対象とした特定健診受診勧奨と受診の利便
性向上対策【特定健康診査受診勧奨事業費補助金】
　・事業効果の中間評価
　・翌年度取り組み予定の市町村への情報提供等

２　健康づくり団体育成支援事業費補助金
　＝既存団体の活性化に取り組む市町村の申請が増加
　・研修等を通じて地域の課題に気付き自主的な受診勧奨活
動へ発展している
○受診率は4-6月健診分しか反映されておらず、集団健診未
実施市町村もあることから評価は保留

３　マスメディアかやチラシ等による、周囲から受診を勧める
きっかけや情報の提供【県民健康づくり総合啓発事業費】
（１）テレビCMの実施（８月）
（２）情報誌（K＋）への広告の実施（８月号）

１四半期

１　40代、50代を対象とした特定健診受診勧奨と受診利便性
向上対策【特定健康診査受診勧奨事業費補助金】
→市町村への説明
→第1次募集（4/28締め切り、5/17交付決定）
→第2次募集（5/19～予算の範囲内で随時受付）

１　特定健診受診促進事業費補助金
○一次募集で１８市町村が交付申請
　　（受診勧奨１８市町村、利便性向上６市町村）
○残る全市町村に対し６月補正による事業活用等を依頼、併せて
受診勧奨予定を把握
　・二次募集にて申請予定　　　２町
　・二次募集にて実施を検討中　２市
　・他の受診勧奨事業（国保事業、緊急雇用）を実施　９市町村
　・通常業務にて受診勧奨を実施　３市町村

３
○テレビスポット・・・8/14～9/2（15秒、３局×60本程度）
○情報誌Ｋプラスへの掲載・・・8/25
○（広報広聴課）ラジオ番組・・・8/9

２　市町村と連携してがん検診・特定健診受診勧奨に取り組
む地域団体の育成支援【健康づくり団体育成支援事業費補
助金】
　・市町村６月補正の対応状況の確認と第2次募集の受付
　・補助事業に取り組む市町村の状況把握
　・市町村９月補正対応への依頼等

２　健康づくり団体育成支援事業費補助金
○６月補正で４市町村が交付申請（全８市町村）
○残る市町村に対し９月補正による事業活用等を依頼
・二次募集にて申請予定　　　５市町村
○補助事業効果の把握（H23.6月末時点の受診率）
・補助金活用市町村　 　▲0.99ポイント(H23:1.21％,H22:2.20％)
・補助金未活用市町村　 ＋0.67ポイント(H23:3.50％,H22:2.83％)

２　市町村と連携して特定健診・がん検診の受診勧奨に取り
組む地域団体の育成支援【健康づくり団体育成支援事業費
補助金】
→市町村・団体への説明
→第1次募集（4/28締め切り、5/19交付決定）
→第2次募集（5/19～予算の範囲内で随時受付）

２　健康づくり団体育成支援事業費補助金
○事業説明
　・3－5月にかけ健康づくり婦人会役員会等で説明
○一次募集で４市町村が交付申請
○残る全市町村に対し６月補正による事業活用等を依頼、併せて
実施予定を把握
　・二次募集にて申請予定　　　９市町村
　・二次募集にて実施を検討中　３市町村
　・未定又は未実施　　　　　１８市町村
【須崎福祉保健所】
　・管内健康づくり婦人会連合会総会に合わせ、受診率向上に向
けた研修会を開催

２　健康づくり団体育成支援事業費補助金
●応募のない市町村の状況（申請予定、検討中を除く）
　・国保指導事業の活用　　　　　　　　　　１市
　・団体の体制が整わない（高齢化、多業務）７市町村
　・市町村の体制が整わない（人員不足等）　１０市町村
　＝団体の体制が整わない市町村に対して、団体の状況を
　　詳しく分析して実施可能な活動を市町村と協議する必要
　　がある。

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計画欄に記載
する

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画を実施するにあたり、想定される
課題等
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計
画欄に記載する

記載時期：四半期毎
記載内容：実施計画に対する実施状況（実績等）

記載時期：四半期毎
記載内容：５W1Hの視点で実施後の分析、検証結果

記載時期：四半期毎
記載内容：実施後の分析、検証結果を基に必要に応じて変更した
実施計画

●個別健診を進める取組み
　・「かかりつけ医から受診を勧める」取り組みを強化するた
め、医師会と協議を行う。

３
（１）各市町村の活用状況（4/28調査。予定含む）
　　・受診券、健診案内等とともに送付　22市町村
　　・訪問による配付　4市町（うち１市は40,50代のみ）
　　・その他の活用　7市町村（未受診者へ送付、地域回覧、
　　　　会議等で配布）
　　・活用なし　1町（町作成のチラシを使用）
（２）4/29高知新聞に全面広告
（３）5/23までに特定健診実施医療機関（349ヵ所）に配付
その他：6/25構想改訂についてのテレビ特番（広報広聴課）市町村
での健康づくり団体による受診勧奨を紹介

変更計画 実施上の課題

３
（１）昨年度の市町村意見を取り入れ、チラシの配布を３月
　　に前倒ししたことにより、活用が活発になった。

１　特定健診受診促進事業費補助金
　＝当該補助金、他の事業、通常業務による受診勧奨
　　により、全市町村で受診勧奨事業が実施

　　実施計画 実施上の課題等 実施計画に対する実績 実施後の分析、検証

３　マスメディアやチラシ等による、周囲から受診を勧める
きっかけや情報の提供【県民健康づくり総合啓発事業費】
（１）市町村国保加入者向けチラシ（H23年度用）の配布
　　→H23.3市町村に配付済
（２）新聞広告の実施
　　→４月末実施
（３）医療機関に受診勧奨用ポスター、チラシの配付
　　→５月中旬発送

期

計画（P)

重点取組の名称 心疾患・脳血管疾患対策のための特定健診の受診促進
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

記載時期：変更計画の策定後
記載内容：変更計画を実行するに当たり、想定さ
れる課題等

評価（C) 改善（A）
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日本一の健康長寿県づくり　～県民自らが病気を予防し、生涯を健康に暮らす～　進捗管理シート

14,15 4重点取組の名称 心疾患・脳血管疾患対策のための特定健診の受診促進
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

日本一の健康長寿県構想の取り組み状況と成果 その２

継続（１）各市町村の活用状況（4/28調査。予定含む）
　　・受診券、健診案内等とともに配付　22市町村
　　・訪問による配付　4市町（うち１市は､40,50代のみ）
　　・その他の活用　7市町村（未受診者へ送付、地域回覧、会議等で配布）

（１）市町村国保加入者向けチラシ（H23年度用）の配布
　　・・・H23.3市町村に配付済
（２）新聞広告の実施・・・４/29高知新聞に全面広告
（３）医療機関に受診勧奨用ポスター、チラシの配付
　　・・・５月23日までに特定健診実施349医療機関に配付
（４）テレビスポット・・・8/14～9/2（15秒、３局×60本程度）
（５）情報誌Ｋプラスへの掲載・・・8/25
（６）（広報広聴課）ラジオ番組・・・8/9

３　マスメディアやチラシ等による、周囲から
受診を勧めるきっかけや情報の提供【県民
健康づくり総合啓発事業費】

２　市町村と連携してがん検診・特定健診
受診勧奨に取り組む地域団体の育成支援
【健康づくり団体育成支援事業費補助金】

（１）健康づくり婦人会、市町村への事業説明（本課、福祉保
健所）
（２）補助金の募集開始

１　応募8市町村（8月末現在）

インプット（投入）
<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>

アウトプット（結果）
<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化を示すこと>

１　市町村国保における個別通知・訪問等の受診勧奨の取組みは定着
２　受診率も前年同月（6月末）比で県全体では＋0.41ポイント（H23：
3.13％、H22：2.72％）

○継続
○申請を見合す市町村には、団体への負担増を懸念する声あり
　・団体が高齢化、活動量が低下
　・市町村と団体のパイプが弱い
　＝今年度中に市町村と団体が一緒に健康課題を話し合う研修会等により意識合わせを進
め、次年度からの育成を進める。

取組の内容及び事業概要 課題と次年度の対応

１　40代、50代を対象とした特定健診受診
勧奨と受診の利便性向上対策【特定健康
診査受診勧奨事業費補助金】

補助金の募集開始 １　応募20市町村（8月末現在）
　　国保事業等別メニューで受診勧奨を実施　11市町村
　＝31市町村でメニューを活用した受診勧奨を実施
　＝残る3市町村のうち、1市は当該事業を申請予定（9月補正）
　　2町村は職員が受診勧奨を行うが、補助金は必要なしとのこと

○市町村国保の特定健診受診勧奨と利便性向上策は継続
○40代、50代の国保対象者は人口の26％
　・残る74％は協会けんぽ、健保組合等の被保険者と被扶養者が多くを占める
　・被保険者の受診率は57％だが、被扶養者は16％
　＝高知県保険者協議会等と連携して地域職域連携を進め、国保以外の健保も含めた受診
促進を検討する。
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壮年期死亡の改善～特定健診受診促進の取組の強化について～

特定健診対象者の
人口と加入している
保険（H22.4）

40～74歳354,000人

社会保険＜199,000人(56.2%) 国保155,000人(43.8%)H22.4

その他(外国人等)
妊婦等健診対象外
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40，50歳代の人口と 社会保険＜139,000人(73.5%) 国保50,000人(26.5%)
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（1,656人） （877人） （1,612人） （368人） （111,222人） （4,468人）（1,692人） （8,093人） （8,299人） （149,251人）()対象者数

定年もあり40，50歳代が多いと想定
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40～59歳189,000人

40，50歳代の人口と

加入している保険
（H22.4）

社会保険＜139,000人(73.5%) 国保50,000人(26.5%)

受診率18.74%＝40,000人が未受診

H22～
・特定健診受診勧奨事業費補助金

NowNext!

社会保険加入者及びその被扶養者の受診率向上策を検討
・特定健診受診勧奨事業費補助金
・市町村国保対象者向けチラシの配付

H23（追加）
・健康づくり団体育成支援事業費補助金

従来より一歩踏み込んだ支援により、
市町村の受診勧奨の取組を促進

【検討の視点】 ①事業主の理解の促進 ②被扶養者の受診を促す方策

※被保険者の受診率は、労働安全衛生法に基づく事業主健診のデータを協会けんぽが入手できていないということも要因（制度上の課題）

協会けんぽとの連携
・対象者が多い
・被保険者、被扶養者ともに他と比べ
受診率が低い（※）
・会員企業の体制も弱いと考えられる

高知市との連携
＜高知市の特徴＞
・40，50歳代人口の46%(87,000人)が在住
・40，50歳代の加入保険 国保：社保＝２：８

被保険者85,000人
被扶養者26,000人
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日本一の健康長寿県づくり　～県民自らが病気を予防し、生涯を健康に暮らす～　進捗管理シート

20,21 5

その１
実行（D)

内容

記　 載
方法等

期

計画（P)

１　歯科保健対策の推進
　（１） 平成24年度からの条例に基づく新たな基本計画の策定
　 　（ア）第１回「歯と口の健康づくり推進協議会」（５月）
　　　　　　現プラン評価、基本計画協議
　
　　（イ）第1回「歯と口の健康プランワーキング」（５月）
　　　　　　現プラン評価、基本計画協議

　　（ウ）歯と口の健康づくり実態調査開始
　   　 　　（フッ素応用学校等実態調査、働き盛りの歯周病予防意識調査
　    　　　在宅歯科医療実態調査、歯科保健実態調査）
　
　　（エ）「高知県歯と口の健康づくり条例」の徹底的な周知
　　　　・条例施行記念シンポジウム開催
　　　　・事業所等へのパンフレット送付
　　　　・マスメディアを活用した県民啓発

　（２）　その他の歯科保健対策
　　　・在宅歯科医療推進事業費…委託契約締結
　　　・離島歯科診療班派遣事業費…委託契約締結

　（３）　歯と口の健康に関する広報・啓発

（１）
　 （ア） 第１回「歯と口の健康づくり推進協議会」開催（5/9）
　

　（イ）歯と口の健康プランワーキング開催(5/20)
　　　　　現プラン評価、基本計画協議、歯科保健関係各課の事業検討等

   （ウ）歯と口の健康づくり実態調査開始
　　　・県歯科医師会への委託契約締結
　　　・アンケート案協議（県歯科医師会、県教育委員会）
　　　・アンケート実施先リスト作成、県歯科医師会へのデータ提供
       ・アンケート送付時に同封するパンフレット（歯科保健啓発、条例周知）作成

　（エ）「高知県歯と口の健康づくり条例」の徹底的な周知
　　　・条例施行記念シンポジウム開催(6/26)
　　　　　（主催…県歯科医師会、県　共催…高知新聞社）
　　　　　さんＳＵＮ高知６月号お知らせコーナーに開催日時等掲載
         ・県民広報・啓発
　　　　　<啓発資材の作成・配付>
　　      ミニタオル（条例施行記念シンポジウム参加者等）、
          のぼり旗（県内歯科医院等）、
　　     パンレット（学校、保育園等）、ポスター（市町村等）

　
 （２）　その他の歯科保健対策
　　　・在宅歯科医療推進事業費…委託契約締結、交付決定
　　　・離島歯科診療班派遣事業費
　　　　　…委託毛約締結、交付決定、事業打ち合わせ（4/28)、事業実施（6/22）

（３）　歯と口の健康に関する広報・啓発
　　　　　・情報誌Ｋ+（６月）
　　　　　・県民ニュース（4/18）
　　　　　・エフエム高知、ＲＫＣ高知放送（4/19)
  　　　　・高知新聞（6/5掲載予定）
　　　　　・こうち子育て応援団にてこどもに関する歯科保健啓発（H23.5）

重点取組の名称
日々の健康づくりの推進～「よさこい健康プラン２１」に基づく施策を加速度的に実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　歯科保健対策の推進

日本一の健康長寿県構想
掲載ページ

線表（課題整理シート）
の掲載ページ

記載時期：変更計画の策定後
記載内容：変更計画を実行するに当たり、想定され
る課題等

評価（C) 改善（A）

変更計画 実施上の課題　　実施計画 実施上の課題等 実施計画に対する実績 実施後の分析、検証

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計画欄に記載する

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画を実施
するにあたり、想定される課
題等
※年度途中に計画を変更
(修正）する場合は、変更計
画欄に記載する

記載時期：四半期毎
記載内容：実施計画に対する実施状況（実績等）

記載時期：四半期毎
記載内容：５W1Hの視点で実施後の分析、検証結果

記載時期：四半期毎
記載内容：実施後の分析、検証結果を基に必要
に応じて変更した実施計画

１四半期

２四半期

１　歯科保健対策の推進
　（１） 条例に基づく基本計画の策定
　 　（イ）第２回「歯と口の健康プランワーキング」　開催(9月）
　　　　　基本計画骨子、実態調査集計結果（評価・分析前）を踏まえた協議

　　　（ウ）歯と口の健康づくり実態調査
       （フッ素応用学校等実態調査、働き盛りの歯周病予防意識調査、
        在宅歯科医療実態調査、歯科保健実態調査）
　　　　　・実態調査実施完了
　　　 （エ）「高知県歯と口の健康づくり条例」の徹底的な周知
　　　　　・事業所等へのパンフレット配布
　　　　　　　高知県商工会連合会8,000部、県内商工会議所5,450部、
         　　 　高知県経営者協会40部、健康づくり婦人会連合会6,000部、
          　　　食生活改善推進協議会2,000部、高知市町内会長1,200部、
         　　 　高知市いきいき百歳体操1,000部、高知市民生委員745部
　　　　　・高知新聞に条例施行記念フォーラム開催記事掲載（7/24）
　
（２）　その他の歯科保健対策
　　　・8020運動推進事業等委託料…事業実施予定
        いい歯の表彰親子の部選出（一次選出52組、二次選出15組）
　　　・歯の健康力推進対策事業…事業実施予定
　　　・歯科医療安全管理体制推進特別事業…事業実施予定
　　　・在宅歯科医療推進事業費…事業実施予定
　

（エ）
　　・条例パンフレット約25000部配布し、歯と口の健康づく
りの大切さを周知できた

（２）
　・震災の影響により国費の内示・決定が例年より遅延。
(H22:7月→H23：8月予定）

　（ア）今後の歯科保健施策の進め方、実態調査
　　　アンケート案、ワーキング設置等について了
　　　承を得た

　（イ）
　　・委託契約締結、委託先（県歯科医師会）や
　　　関係課（教育委員会）との調整終了
　　・アンケート、リスト案作成し、委託先への
　　　提供済み

　

　（エ）
　　・条例施行記念シンポジウムでは、条例の愛称
　　　を決定し、県民約350名が参加。シンポジウム
　　　の質疑応答では、県民から活発な質疑がなさ
　　　れ、歯と口の健康づくりに対する意識の高さが
　　　明らかとなった。
　　・また、アンケート結果より、シンポジウムが「
　　　とても参考になった」、「参考になった」と回答
　　　した割合は93.6%であり、むし歯や歯周病の
　　　予防法について興味のある方が１番多い
　　　ことが分かった。
（２）

　　・離島歯科診療班派遣事業実施し、歯科健診
　　　視察により島民の歯科医療の提供状態が不
　　　十分であることを確認。次年度以降の事業
　　　の見直しが必要。

４四半期

３四半期

１　歯科保健対策の推進
　（１） 条例に基づく基本計画の策定
　 　（ア）第3回「歯と口の健康づくり推進協議会」（２月）
　　　　　　基本計画案承認・事業評価
　
　 　(イ）第６回「歯と口の健康プランワーキング」（２月）
　　　　　　基本計画協議・案作成

　（２）　その他の歯科保健対策
　　　・8020運動推進事業等委託料…事業実施・完了
　　　・歯の健康力推進対策事業…事業実施・完了
　　　・歯科医療安全管理体制推進特別事業…事業実施・完了
　　　・在宅歯科医療推進事業費…事業実施・完了

１　歯科保健対策の推進
　（１） 条例に基づく基本計画の策定
　 　（イ）第２回、第３回「歯と口の健康プランワーキング」
　　　　（第２回・・・７月、第３回・・・９月）
　　　　　　実態調査結果を踏まえた協議

　　（ウ）歯と口の健康づくり実態調査評価分析取りまとめ提出
　   　 　　（フッ素応用学校等実態調査、働き盛りの歯周病予防意識調査
　    　　　在宅歯科医療実態調査、歯科保健実態調査）
　
　　（エ）「高知県歯と口の健康づくり条例」の徹底的な周知
　　　　・事業所等へのパンフレット送付
　　　　・マスメディアを活用した県民啓発

　（２）　その他の歯科保健対策
　　　・8020運動推進事業等委託料…契約締結、事業実施
　　　・歯の健康力推進対策事業…契約締結、事業実施
　　　・歯科医療安全管理体制推進特別事業…契約締結、事業実施
　　　・在宅歯科医療推進事業費…事業実施
　　　・離島歯科診療班派遣事業費…事業実施

　（３）歯と口の健康に関する広報・啓発

   （３）歯と口の健康に関する広報・啓発

１　歯科保健対策の推進
　（１） 条例に基づく基本計画の策定
　 　（ア）第２回「歯と口の健康づくり推進協議会」(１０月）
　　　　　　実態調査結果を踏まえた協議
　
　　（イ）第４回、第５回「歯と口の健康プランワーキング」
　　　　　　（第４回・・・10月、第５回・・・12月）
　　　　　　実態調査結果を踏まえた基本計画策定協議

　　（ウ）「高知県歯と口の健康づくり条例」の徹底的な周知
　

　（２）　その他の歯科保健対策
　　　・8020運動推進事業等委託料…事業実施
　　　・歯の健康力推進対策事業…事業実施
　　　・歯科医療安全管理体制推進特別事業…事業実施
　　　・在宅歯科医療推進事業費…事業実施
　
　（３）歯と口の健康に関する広報・啓発

（２）
　在宅歯科医療推進事業の準備
県内全体の在宅歯科連携の仕組みづくりとし
て、介護支援専門員連絡協議会理事会
（9/8）において、口腔機能評価表の使用や
口腔機能の重要性について説明。
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20,21 5重点取組の名称
日々の健康づくりの推進～「よさこい健康プラン２１」に基づく施策を加速度的に実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　歯科保健対策の推進

日本一の健康長寿県構想
掲載ページ

線表（課題整理シート）
の掲載ページ

日本一の健康長寿県構想の取り組み状況と成果 その２

インプット（投入）
<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>

アウトプット（結果）
<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>

島民が歯科医院を受診するためには、船で移動した後、タクシーを
乗り継ぐなどの必要があり、連続した受診は困難。また島民のほと
んどが高齢者で、年金受給状態であり、歯科治療を受診するための
交通費が高いことや足が悪ことなどが原因で移動できない状況だっ
たが、義歯が破損していたり、むし歯や歯周病が放置され、島民の
ほとんどが歯科治療が必要な状況ということが明らかとなった。

継続
　離島での歯科診療の充実

課題と次年度の対応

１　歯科保健対策の推進
　（１） 平成24年度からの条例に基づく新
たな基本計画の策定
　
　
　
　
　

　
　
　
　

（ア）第１回「歯と口の健康づくり推進協議会」（５月）
（イ）第1回「歯と口の健康プランワーキング」（５月）

（ウ）歯と口の健康づくり実態調査実施

（エ）「高知県歯と口の健康づくり条例」の徹底的な周知

基本計画策定手順、スケジュール、実態調査項目についての協議実施

下記の調査について高知県歯科医師会に委託契約締結、調査実施
フッ素応用学校等実態調査、働き盛りの歯周病予防意識調査、在宅歯科医療実態調査、歯科保
健実態調査

・条例施行記念シンポジウム開催（6/26）（参加者：約３５０名）
　来場者に対するアンケート結果例（複数回答可）
　　(問）シンポジウムの感想
　　　　　　とても参考になった…63.12%、参考になった…30.50％
　　（問）歯や口腔について興味のあること
　　　　　　むし歯や歯周病の予防法…24.05％、口腔ケア…14.43％
　　　　　　歯周病と糖尿病の関係…10.13％
　　（問）歯科医院に行く理由
　　　　　　歯が痛くなった時…39.68％、症状に関係なく定期的に行く…22.22％
 

・啓発資材の作成・配付
　　ミニタオル（条例施行記念シンポジウム参加者等）、のぼり旗（県内歯科医院等）、パンレット（学
校、保育園等）、ポスター（市町村等）

・事業所等へのパンフレット送付（県内事業所へ約25000部配布）
　　高知県商工会連合会8,000部、県内商工会議所5,450部、 高知県経営者協会40部、
　　健康づくり婦人会連合会6,000部、食生活改善推進協議会2,000部、高知市町内会長1,200部、
  　高知市いきいき百歳体操1,000部、高知市民生委員745部

基本計画策定手順、スケジュール、実態調査項目について承認

実態調査は順調に実施され、県内の実態を把握するとともに、結果
について評価分析中。

条例施行記念シンポジウムでは、条例の愛称を決定し、県民約350
名が参加。シンポジウムの質疑応答では、県民から活発な質疑が
なされ、歯と口の健康づくりに対する意識の高さが明らかとなった。

また、アンケート結果より、シンポジウムが「とても参考になった」、
「参考になった」と回答した割合は93.6%であり、むし歯や歯周病の予
防法について興味のある方が１番多いことが分かった。

条例についてパンフレットを県内事業所へ配布したところ、配布先か
ら部数を増やしてほしい等の要望があり、条例について関心が高
まっていると考えられる。

拡大
　実態調査結果を基に、基本計画を策定し、新たな取組を実施する。

　　・フッ化物応用によるむし歯予防対策の強化
　　　　・フッ化物応用推進事業の強化
　　　　・フッ化物を含めたむし歯予防対策についての啓発強化と理解の促進
　
　　・事業所や保護者を対象とした歯周病対策の創設
　　　　・歯周病に対する理解・認識のための啓発強化
　　　　・歯周病検診での定期健診受診促進
　　　　・事業所と連携した歯周病予防対策
　　　　・乳幼児健診等の保護者を対象とした歯科健診・保健指導の実施
　
　　・全県的な在宅歯科医療連携の仕組みづくり
　　　　・寝たきり等の理由で歯科医院通院が困難な方（高齢者、障害者等）に対す
　　　　　る在宅歯科医療提供の仕組みを県内全域に広げる。
　　　　・災害時や、中山間対策への応用

取組の内容及び事業概要

　（３）　歯と口の健康に関する広報・啓発 ・情報誌Ｋ+（６月）
・県民ニュース（4/18）
・エフエム高知、ＲＫＣ高知放送（4/19)
・高知新聞（6/5掲載予定）
・こうち子育て応援団にてこどもに関する歯科保健啓発（H23.5）

情報誌やテレビ、ラジオなどのマスメディアを利用し、子どものむし歯予防から歯周病と全身との関
係など、歯と口の健康と全身の健康との関係を啓発。

継続

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化を示すこと>

　（２）　その他の歯科保健対策
　　　・在宅歯科医療推進事業費…委託
契約締結
　　　・離島歯科診療班派遣事業費…委
託契約締結

離島歯科診療班派遣事業実施 ・在宅歯科医療連携室相談受付開始
・離島歯科診療…島民の歯科医療受診状況、口腔内健診を行った
　　　　　　　　　　　（歯科健診…13名　歯科治療…２名）
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20､22 5

実行＇D)

内容

記　 載
方法等

その１

実施上の課題等

重点取組の名称
日々の健康づくりの推進～「よさこい健康プラン２１」に基づく施策を加速度的に実施～
     　　　　　　　　　　　　　　　たばこ対策の推進

日本一の健康長寿県構想
掲載ページ

線表＇課題整理シート（
の掲載ページ

期

計画＇P) 評価＇C) 改善＇A（

　　実施計画 実施計画に対する実績 実施後の分析、検証 変更計画 実施上の課題

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画
※年度途中に計画を変更(修正（する場合は、変更計画欄に記載する

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画を実施するにあ
たり、想定される課題等
※年度途中に計画を変更(修正（する
場合は、変更計画欄に記載する

記載時期：四半期毎
記載内容：実施計画に対する実施状況＇実績等（

記載時期：四半期毎
記載内容：５W1Hの視点で実施後の分析、検証結果

記載時期：四半期毎
記載内容：実施後の分析、検証結果を基に
必要に応じて変更した実施計画

記載時期：変更計画の策定後
記載内容：変更計画を実行するに
当たり、想定される課題等

１四半期

２　たばこ対策の推進

　

(３)　禁煙・受動喫煙について正しい知識を伝えるための広報
　・禁煙の害について正しい知識を伝えるための広報
　・禁煙方法や禁煙外来の情報の周知
　・受動喫煙の害について正しい知識を伝えるための広報

(３)　禁煙・受動喫煙について正しい知識を伝えるための広報
　　　・5/16～たばこ対策に関するテレビCM
　　　・5/29新聞広告
　　　・5/26情報誌(K+)
　　　・啓発用タオル、ポスター、ポストカード作成
　　　・本庁朝のテーマソング
　　　・5/17高知市立西部中学校1年生約170名を対象に防煙教室を実施
　　　・5/22世界禁煙デー・フォーラム＆パレード　　　(主催:禁煙支援研究会 後援:県)
　　 　 禁煙ポストカードを参加者に配布(約180枚)
　　　・【中央東】禁煙外来や禁煙補助薬についての認知度調査及び指導 (6回:586名)
　　　・【中央東】労働安全週間説明会及び商工会での啓発(6ヶ所:145名)
　　　・【中央東】健康増進法第25条についてチラシを用いて啓発(13団体:636枚)
　　　・【中央東】5/22世界禁煙デーフォーラム(主催:禁煙支援研究会 後援:県)に事例報告
　　　・【中央東】禁煙週間に媒体の展示及び庁舎内放送
　　　・【中央東】たばこと健康教室(2校:48名)
　　　・【中央西】禁煙・分煙周知用チラシの作成

(１)　禁煙対策
　＇ア（禁煙サポーターズ養成事業
　(イ（禁煙教室の実施
　＇ウ（医療機関と連携した禁煙支援の体制づくりの検討
　　　・禁煙外来の拡大
　 　 ・禁煙希望者と禁煙外来をつなぐ仕組み

＇１（　禁煙対策
　＇ア（対象者、進め方等検討＇6/8健康づくり推進協議会たばこ 対策専門部会において（、決定
　＇イ（進め方等検討＇6/8健康づくり推進協議会たばこ対策
　　　　専門部会において（、決定
　＇ウ（医療機関と連携した禁煙支援の体制づくりの検討
　　　〈6/8健康づくり推進協議会たばこ対策専門部会の主な意見〉
　　　　　・医療機関に従事する方々＇医師、看護師、薬剤師、歯科医師、歯科衛生士等（からの禁煙
　　　　　　啓発や禁煙外来へのつなぎは有効
　　　　　・禁煙支援を進める人材育成が必要
　　　　　　たばこについての正しい知識と禁煙支援のノウハウ
　　　　　　を身につけるための研修実施→禁煙外来増にもつながる
　　　・【中央東】6/28禁煙治療研修会開催(32名参加)

(２)　受動喫煙防止対策
　＇ア（禁煙・分煙優良認定事業
　＇イ（官公庁施設への受動喫煙防止対策実施について働き
かけ

　 ＇2（受動喫煙対策
　＇ア（事業の周知
　　・【安芸】食品営業許可講習会にて事業説明＇9/8)
　　・【中央東】管内の認定店紹介のパンフレット作成
　　・【中央西】禁煙・分煙周知用チラシ配付
　　・【須崎】食品営業者に対し事業の紹介

＇３（世界禁煙デー、禁煙週間に禁煙や受動喫煙に関する広報が実施できた
　　●住民へのアンケート調査から分かった事[中央東]
　　・禁煙治療に保険が使えることや、禁煙補助薬につ いての認知度は約半数にのぼること
　　　が分かった。
　　・喫煙により脳卒中や心臓病になりやすいことについ ての認知度は約8割であった。
　　・その一方で、禁煙治療に結びついていない。
　　・今後も継続的な啓発が必要。

２四半期

２　たばこ対策の推進 ＇１（禁煙対策
　・たばこ対策専門部会6/8に開催

　(ア)県内全医療機関関係者を対象にサポーターズの養成講座実施、H22年度サポーターズの
       フォローアップ講習会開催
　　　 ・講習内容等について、禁煙支援研究会との協議(8/4)
　　　 ・事業内容について説明し、サポーターズ養成講座への参加呼びかけ実施
　　　　　6/27　国立病院、日赤病院　　6/28　高知医療センター、高知大医学部、JAこうち病院
　　　 ・禁煙サポーターズ養成講座実施(8/20･26・28・9/4)
　　　　　修了者数：114名(8/20 31名、8/26 47名、8/28 36名)
　　　     9/4申込者数：61名
       フォローアップ講習実施(9/4)17名参加申込
       ・フォローアップ講習実施(9/4)約15参加申込
  (イ（事業内容について説明し、講座開催の協力依頼及び参加呼びかけ依頼
　　　　8/4南国オフィスパーク・テクノ高知　　8/5中小企業団体中央会・高知卸商センター協同組合
　　　　8/4禁煙支援研究会との打ち合わせ
　(ウ)医科との連携
      県医師会との協議により、県医師会にたばこの部会を設置すること を依頼
　　　 禁煙希望者と禁煙外来をつなぐ仕組み案を当課たばこ対策事業の組み合わせにより実施見込み
　　 　・【中央東】禁煙治療研修会(主催:香美郡医師会･土佐長岡郡医師会　後援:中央東福祉保健所)開催
         ＜内容＞禁煙治療の内容・カウンセリング法・禁煙治療の保険診療についての制度(資料)
　　　　 　　　　     (6/28　32名、7/15 30名参加)
　　　 ・【中央東】医療機関禁煙支援に関するアンケート―歯科医院、禁煙外来対象
　　　 ・【中央西】禁煙外来調査(開設医療機関の状況)聞き取り　管内医療機関数:5

＇１（
　＇ア（禁煙サポーターズ養成講座
　　　　　医療関係者を対象に実施し、Ｈ２３年度は、１１４名の禁煙サポーターズが誕生した。
　　　　　＇Ｈ２２年度は、薬剤師対象に実施し、５３名認定（

　

＇ウ（
　　　　県医師会にたばこの委員会を９月に設置するとの連絡あり

　【中央東】管内医療機関・禁煙外来・薬局を対象にアンケートを実施。
　　　　　　＜保険による禁煙治療を実施している医療機関の調査結果＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(９施設中９施設より回答)
　　　　　　保険診療実施の医療機関における禁煙治療の成功率：３５％
　　　　　　未成年者の禁煙治療が可能な医療機関：５施設
　　　　　　困っていること ： 禁煙補助薬がなくなっている，
                                    １～２回の外来で治療を中止するケースが目立つ 等
　　　　　　＜保険による禁煙治療を実施していない医療機関の調査結果＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(９４施設中８９施設より回答)
　　　　　　　禁煙外来の設置について―自費診療実施中：９施設(１０％) 、
                                    　　              現在検討中：１１施設(１２％)
　　　　　　　禁煙外来を設置する場合の、困難と思われる基準＇複数回答（
　　　　　　　　　　　呼気一酸化炭素濃度測定器を備えていること：２８施設
　　　　　　　　　　　専任の看護師又は准看護師の１名以上の配置：２４施設
                      　禁煙治療の経験を有する医師が１名以上勤務していること：２２施設　　等

(１)　禁煙対策
　＇ア（禁煙サポーターズ養成講習会、フォローアップ講習会開
始
　＇イ（禁煙教室の開始
　＇ウ（医療機関と連携した禁煙支援の体制づくりの案作成
　　　・禁煙外来の拡大
　 　 ・禁煙希望者と禁煙外来をつなぐ仕組み

(２)　受動喫煙防止対策
　＇ア（禁煙・分煙優良認定事業
　＇イ（官公庁施設への受動喫煙防止対策実施について働き
かけ

＇３（禁煙・受動喫煙について正しい知識を伝えるための広報
　　　・【中央東】住民への禁煙外来を普及啓発―特定健診時にチラシを配付
　　　・【中央東】たばこと健康教室(1校:25名)
　　　・【中央東】子どもの禁煙サポート―中学校の喫煙状況について聞き取り実施
      ・【中央西】禁煙・分煙周知用チラシの配布
　　　・【須崎】7/14･15たばこ教室支援(町の事業を支援)
　　　・【須崎】7/15高幡圏福祉施設協議会にて「たばこの健康影響」講習(58名)
      ・【幡多】7/5宿毛市立東中学校にて防煙教室(36名)
　　　・【幡多】7/7県立宿毛高校大月分校にて防煙教室(68名)
　　  ・【中央西】研修会の開催(サンプラザ店長会)(9/8)

●高知県禁煙・分煙実態調査 ●委託契約に向け、準備中

＇２（受動喫煙防止対策
　＇ア（事業の周知
        ・県内の全市町村、食生活改善推進協議会、健康づくり婦人会、　全商工会議所、商工会に対し、
　　　　　事業案内を配付＇現時点での認定施設数:164施設（
        ・【中央東】管内の認定店を紹介するパンフレットを作成
　　　  ・【安芸･中央東･中央西･須崎】食品衛生責任者講習会等にて、事業の周知をはかる

(３)　禁煙・受動喫煙について正しい知識を伝えるための広報
　・禁煙の害について正しい知識を伝えるための広報
　・禁煙方法や禁煙外来の情報の周知
　・受動喫煙の害について正しい知識を伝えるための広報
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実行＇D)

内容

記　 載
方法等

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画
※年度途中に計画を変更(修正（する場合は、変更計画欄に記載する

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画を実施するにあ
たり、想定される課題等
※年度途中に計画を変更(修正（する
場合は、変更計画欄に記載する

記載時期：四半期毎
記載内容：実施計画に対する実施状況＇実績等（

記載時期：四半期毎
記載内容：５W1Hの視点で実施後の分析、検証結果

記載時期：四半期毎
記載内容：実施後の分析、検証結果を基に
必要に応じて変更した実施計画

記載時期：変更計画の策定後
記載内容：変更計画を実行するに
当たり、想定される課題等

評価＇C) 改善＇A（

　　実施計画 実施上の課題等 実施計画に対する実績 実施後の分析、検証 変更計画 実施上の課題

重点取組の名称
日々の健康づくりの推進～「よさこい健康プラン２１」に基づく施策を加速度的に実施～
     　　　　　　　　　　　　　　　たばこ対策の推進

日本一の健康長寿県構想
掲載ページ

線表＇課題整理シート（
の掲載ページ

期

計画＇P)

その１－２

３四半期

２　たばこ対策の推進

(２)　受動喫煙防止対策
　＇ア（禁煙・分煙優良認定事業
　　　　認定施設の広報
　＇イ（官公庁施設への受動喫煙防止対策実施について働き
かけ

(１)　禁煙対策
　＇ア（禁煙サポーターズ養成事業実施
　(イ（禁煙教室の実施
　＇ウ（医療機関と連携した禁煙支援の体制について
　　　・体制案のＨ２４予算への反映等
　

(３)　禁煙・受動喫煙について正しい知識を伝えるための広報
　・禁煙の害について正しい知識を伝えるための広報
　・禁煙方法や禁煙外来の情報の周知
　・受動喫煙の害について正しい知識を伝えるための広報

４四半期

２　たばこ対策の推進

(２)　受動喫煙防止対策
　＇ア（禁煙・分煙優良認定事業実施
　＇イ（官公庁施設への受動喫煙防止対策実施について働き
かけ

(１)　禁煙対策
　＇ア（禁煙サポーターズ活動実施
　(イ（禁煙教室参加者の後追い支援実施
　＇ウ（医療機関と連携した禁煙支援実施
　　　・禁煙外来の拡大
　 　 ・禁煙希望者と禁煙外来をつなぐ仕組み

(３)　禁煙・受動喫煙について正しい知識を伝えるための広報
　・禁煙の害について正しい知識を伝えるための広報
　・禁煙方法や禁煙外来の情報の周知
　・受動喫煙の害について正しい知識を伝えるための広報
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日本一の健康長寿県構想の取り組み状況と成果
その２

課題と次年度の対応

(１)　禁煙対策 ＇ア（禁煙サポーターズ養成講習会、フォローアップ講習会実
施

＇イ（禁煙教室の開始
＇ウ（医療機関と連携した禁煙支援の体制づくりの案作成
　　　・禁煙外来の拡大
　 　 ・禁煙希望者と禁煙外来をつなぐ仕組み

＇ア（ 禁煙サポーターズ養成講座実施(8/20･26・28・9/4)
       修了者数：114名(8/20 31名、8/26 47名、8/28 36名)
　　　 9/4申込者数：61名
       フォローアップ講習実施(9/4)17名参加申込

＇ウ（禁煙外来の拡大、禁煙希望者と禁煙外来をつなぐ仕組みについて、県医師会
      との協議実施  6/24 ＇当課作成案了承（
　　　→県医師会にたばこの委員会を設置することが決定

＇ア（H22年度は、薬剤師を対象に実施。H23年度は、医療関係従事者を対象にすることで、医療機関と
の
　　　連携をすすめ、リスクの高い喫煙者に禁煙支援を実施する。
　　  今後は、それぞれの領域等で禁煙支援に携わっていただく。
＇ウ（禁煙外来の拡大、禁煙希望者と禁煙外来をつなぐ仕組み案ができた

継続

＇ア（H24年度については、事業所(労働衛生管理者)を対象に
　　　実施する予定。
＇ウ（県医師会たばこ委員会との連携について、協議を続ける。
　　　＇医師会の生涯学習の研修会の活用について等（

取組の内容及び事業概要
インプット＇投入（

<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>
アウトプット＇結果（

<インプット＇投入（により、具体的に現れた形を示すこと>
アウトカム＇成果（

<アウトプット＇結果（等を通じて生じるプラスの変化を示すこと>

継続

＇ア（健康づくり団体等に対し、事業の周知や申請についての
　　　協力を要請する。
　　　「禁煙・分煙優良施設認定店」の積極的な広報

(３)　禁煙・受動喫煙について正しい知
識を伝えるための広報

　・禁煙の害について正しい知識を伝えるための広報
　・禁煙方法や禁煙外来の情報の周知
　・受動喫煙の害について正しい知識を伝えるための広報

・5/16～たばこ対策に関するテレビCM
　　　・5/29新聞広告
　　　・5/26情報誌(K+)
　　　・啓発用タオル、ポスター、ポストカード作成
　　　・本庁朝のテーマソング
　　　・5/17高知市立西部中学校1年生約170名を対象に防煙教室を実施
　　　・5/22世界禁煙デー・フォーラム＆パレード　　　(主催:禁煙支援研究会 後援:県)
　　 　 　　禁煙ポストカードを参加者に配布(約180枚)

継続

(２)　受動喫煙防止対策 ＇ア（禁煙・分煙優良認定事業
＇イ（官公庁施設への受動喫煙防止対策実施について働きか
け

＇ア（チラシ作成・配布により、事業の周知実施
        全市町村、食生活改善推進協議会、健康づくり婦人会、全商工会議所、商工会

＇ア（現時点で、今年度の申請数：２件

重点取組の名称
日々の健康づくりの推進～「よさこい健康プラン２１」に基づく施策を加速度的に実施～
     　　　　　　　　　　　　　　　たばこ対策の推進

日本一の健康長寿県構想
掲載ページ

線表＇課題整理シート（
の掲載ページ
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その１

実行（D)

内容

記　 載
方法等

　　実施計画 実施上の課題等 実施計画に対する実績 実施後の分析、検証

計画（P)

重点取組の名称
日々の健康づくりの推進～よさこい健康プラン２１に基づく取組みを加速度的に実
施～

日本一の健康長寿県構想
掲載ページ

線表（課題整理シート）
の掲載ページ

記載時期：変更計画の策定後
記載内容：変更計画を実行するに当たり、想定さ
れる課題等

評価（C) 改善（A）

変更計画 実施上の課題

期 記載時期：年度当初
記載内容：実施計画
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計画欄に記載す
る

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画を実施するにあたり、想定され
る課題等
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更
計画欄に記載する

記載時期：四半期毎
記載内容：実施計画に対する実施状況（実績等）

記載時期：四半期毎
記載内容：５W1Hの視点で実施後の分析、検証
結果

記載時期：四半期毎
記載内容：実施後の分析、検証結果を基に必要に応じ
て変更した実施計画

（３）階段バナーの取組み継続
【安芸】・階段バナー設置状況：１８機関２６か所設置。（6月末現在）
　　　　 ・階段バナー配布状況：安芸駅
【須崎】階段バナーの取組み継続２２か所
・県庁東階段地下～６階バナー貼り付け

・健康応援ハンドブックは、好評。「内容に
ついて健康教育をしてもらえることで、より
頭に入る。」との声あり。

【中央西】健康情報資源集を活用した運動推進
　・HP掲載、各市町村・団体に配付

（１）健康応援ハンドブックを活用した健康教育の実施
【中央東】嶺北地区食生活改善推進員養成教室（6/1  35名）
【中央西】・食品衛生協会講習会（中央東、　5/19  48人）
　　　　　　・食と運動の普及啓発事業（6/19 土佐市マルナカ　28名）
【須   崎】 食品衛生教室（８回421人）

（２）福祉保健所による市町村のウォーキング大会支援
【須　崎】・中土佐町ウォーキング大会健康マイレージ事業したーと記念イ
ベント支援（5/22 200人）
【幡　多】・松田川いきいきウォーク（4/2 宿毛市　７６名）
　　　　　 ・健康ウォーク（5/15　大月町　55名）

１四半期

３　運動の推進
　　日常生活で身体活動量を増やす取組みを進めるととも
に、運動できる施設や情報の提供をする
　 (1)健康応援ハンドブックを活用した健康教育の実施
 　(2)福祉保健所による市町村のウォーキング大会支援
　 (3)階段バナーの取組み継続

健康応援ハンドブック配付については、別途
「広報・啓発」シートに記載

２四半期

３　運動の推進
　　日常生活で身体活動量を増やす取組みを進める
     とともに、運動できる施設や情報の提供をする
　 (1)健康応援ハンドブックを活用した健康教育の実施
 　(2)福祉保健所による市町村のウォーキング大会支援
　 (3)階段バナーの取組み継続

（１）健康応援ハンドブックを活用した健康教育の実施
【中央西】・全国衛生週間説明会（9/7　　　越知町）
　　　　　　・食品衛生責任者講習会（9/13    未定)
　　　　　　・食育イベント会場（7/15、7/18、7/24　　合計１１７名）
【須　崎】 ・食品衛生教室で食品営業者に啓発（4回123人）
・健康づくり婦人会理事会（7/8 12名）
・禁煙サポーターズ養成講座（8/20   32名）

（２）福祉保健所による市町村のウォーキング大会支援
【中央東】JA南国市総務課ウォーキング大会支援(7/29）

３四半期

３　運動の推進
　　日常生活で身体活動量を増やす取組みを進める
     とともに、運動できる施設や情報の提供をする
　 (1)健康応援ハンドブックを活用した健康教育の実施
 　(2)福祉保健所による市町村のウォーキング大会支援
　 (3)階段バナーの取組み継続

４四半期

３　運動の推進
　　日常生活で身体活動量を増やす取組みを進める
     とともに、運動できる施設や情報の提供をする
　 (1)健康応援ハンドブックを活用した健康教育の実施
 　(2)福祉保健所による市町村のウォーキング大会支援
　 (3)階段バナーの取組み継続
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20 5重点取組の名称
日々の健康づくりの推進～よさこい健康プラン２１に基づく取組みを加速度的に実
施～

日本一の健康長寿県構想
掲載ページ

線表（課題整理シート）
の掲載ページ

日本一の健康長寿県構想の取り組み状況と成果 その２

 (2)福祉保健所による市町村のウォーキン
グ大会支援

1  ウォーキング大会、ウォークラリーの実施 １
【須　崎】中土佐町ウォーキング大会健康マイレージ事業スタート記念イベント支援
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5/22 200人）
【幡　多】・松田川いきいきウォーク（4/2 宿毛市　７６名）
　　　　　 ・健康ウォーク（5/15　大月町　55名）

 (3)階段バナーの取組み継続 １　階段バナーの取組み継続 １
◆階段バナー設置状況：１８機関２６か所設置。（6月末現在）（安芸）
◆階段バナー配布状況：安芸駅（安芸）
◆階段バナーの取組み継続２２か所　（須崎）
◆県庁東階段地下～６階バナー貼り付け(健康長寿政策課）

取組の内容及び事業概要
インプット（投入）

<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>
アウトプット（結果）

<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化を示すこ

と>
課題と次年度の対応

３　運動の推進
　　日常生活で身体活動量を増やす取組み
を進めるとともに、運動できる施設や情報
の提供をする
 (1)健康応援ハンドブックを活用した健康教
育の実施

１　健康応援ハンドブックによる健康教育開始（市町村、各種団
体、一般県民等）

健康応援ハンドブック配付については、別途「広報・啓発」シート
に記載

１
【中央東】嶺北地区食生活改善推進員養成教室（6/1  35名）
【中央西】・食品衛生協会講習会（中央東、　5/19  48人）
　　　　　　・食と運動の普及啓発事業（6/19 土佐市マルナカ　28名）
　　　　　　・全国衛生週間説明会（9/7　　　越知町）
　　　　　　・食品衛生責任者講習会（9/13    未定)
　　　　　　・食育イベント会場（7/15、7/18、7/24　　合計１１７名）
【須　崎】 ・食品衛生教室（８回421人）
　　　　　 ・食品衛生教室で食品営業者に啓発（4回123人）
　　　　　 ・健康づくり婦人会理事会（7/8 12名）

１
◆運動の掲載された冊子として広く活用されている。
◆昨年度に比べ、運動に対する県が実施する健康教
育が増加している

【継続】
・引き続き、健康テキストを使って広く県民に情報提供をしていく。
・各福祉保健所で健康情報資源集等を作成し、住民に提供していく。
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20 4

その１

実行（D)

内容

記　 載
方法等

４　栄養・食生活の改善推進
　（１）高知工科大学で実施
　（２）食育講座や食育啓発イベントを全市町村で実施し食育を進める
　　　　地域での食生活改善活動の展開
　　　　　→高知県食生活改善推進協議会に委託し、市町村において食育講座と食育イベントを実施
　（３）「食育応援店」等、企業等と協働して野菜摂取量の向上を進める
　　ア　「食育応援店」は現在の109店舗のフォローと道の駅や直販所への拡大をしていく
　　　　　→拡大については、食生活改善推進協議会へ協力依頼をしていく
　　イ　NHK高知放送局の番組において高知の野菜を使った料理を紹介
　　ウ　・サンシャイン・サンプラザ・サニーマートと食生活改善推進協議会との協賛により野菜摂取向上
         と朝食欠食率の改善を目指す。
　　　　・イオンとの包括業務提携により食育イベントを開催する
　
（４）県民健康・栄養調査の実施
　　ア　調査実施

４　栄養・食生活の改善推進
　（１）若者が望ましい運動習慣や食生活を身につけるよう中央東福祉保健所と共に高知工科大学へ働きかける
　（２）食育講座や食育啓発イベントを全市町村で実施し食育を進める
　　　　地域での食生活改善活動の展開
　　　　　→高知県食生活改善推進協議会に委託し、市町村において食育講座と食育イベントを実施
　（３）「食育応援店」等、企業等と協働して野菜摂取量の向上を進める
　　ア　「食育応援店」は現在の109店舗のフォローと道の駅や直販所への拡大をしていく
　　　　　→拡大については、食生活改善推進協議会へ協力依頼をしていく
　　イ　NHK高知放送局の番組において高知の野菜を使った料理を紹介
　
　
　
（４）県民健康・栄養調査の実施
　　ア　概要書作成

４四半期

３四半期

４　栄養・食生活の改善推進
　（１）高知工科大学で実施
　
　（２）食育講座や食育啓発イベントを全市町村で実施し食育を進める
　　　　地域での食生活改善活動の展開
　　　　　→高知県食生活改善推進協議会に委託し、市町村において食育講座と食育イベントを実施
　
　（３）「食育応援店」等、企業等と協働して野菜摂取量の向上を進める
　　ア　「食育応援店」は現在の109店舗のフォローと道の駅や直販所への拡大をしていく
　　　　　→拡大については、食生活改善推進協議会へ協力依頼をしていく
　　イ　NHK高知放送局の番組において高知の野菜を使った料理を紹介
　　ウ　・サンシャイン・サンプラザ・サニーマートと食生活改善推進協議会との協賛により野菜摂取向上
         と朝食欠食率の改善を目指すためのキャンペーンを7月に実施
　　　　・イオンとの包括業務提携により食育イベントを開催する

　
　エ　7月にローソンでの「朝食セット」販売

　
　（４）県民健康・栄養調査の実施
　　ア　健康プラン２１評価・専門部会開催

１四半期

２四半期

実施上の課題

（１）工科大学での実施について
は、継続して関わっているので
今後、どのように行動変容できて
いるかを検証。

（３）エ
話題性はあったが、費用のことも
あり野菜が十分に入ったものと
なっていなかった。ローソンとし
ては、現時点では、次年度の継
続は考えていないとのこと。

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画を実施す
るにあたり、想定される課題
等
※年度途中に計画を変更(修
正）する場合は、変更計画欄

記載時期：四半期毎
記載内容：実施計画に対する実施状況（実績等）

記載時期：四半期毎
記載内容：５W1Hの視点で実施後の
分析、検証結果

実施後の分析、検証

４　栄養・食生活の改善推進
　（１）若者の食生活等の行動変容を促すため、中央東福祉保健所と共に高知工科大学へ継続実施を
　　　　働きかける
  （２）食育講座や食育啓発イベントを全市町村で実施し食育を進める
　　　　地域での食生活改善活動の展開
　　　　　→高知県食生活改善推進協議会に委託し、市町村において食育講座と食育イベントを実施
　（３）「食育応援店」等、企業等と協働して野菜摂取量の向上を進める
　　ア　「食育応援店」は現在の109店舗のフォローと道の駅や直販所への拡大をしていく
　　　　　→拡大については、食生活改善推進協議会へ協力依頼をしていく
　　イ　NHK高知放送局の番組において高知の野菜を使った料理を紹介
　　ウ　・サンシャイン・サンプラザ・サニーマートと食生活改善推進協議会との協賛により野菜摂取向上
         と朝食欠食率の改善を目指す。
　　　　・イオンとの包括業務提携により食育イベントを開催する

　
 （４）県民健康・栄養調査の実施
　　ア　健康づくり推進協議会の中に専門部会を立ち上げ、調査を行っていく

 

変更計画

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計画欄に記載する

記載時期：四半期毎
記載内容：実施後の分析、検証結果を基に必要
に応じて変更した実施計画

（１）昨年開催した、若年者の生
活習慣病予防セミナーがきっか
けとなり、大学からの依頼で、こ
の講話が開催された。

（３）ウ
スーパーと食生活改善推進協議
会が協働することで、スーパーに
とっては、地域住民への啓発と
同時に、地域貢献になっており、
住民からも日々の生活に役立っ
ているとの声あり。食生活改善
推進員にとっては、多くの人が来
る場所での活動により、推進員
を知ってもらう良い機会となる
し、日頃の活動を披露し、住民へ
の分かり易い指導などができて
おり、活動の幅が広がっている。

重点取組の名称 日々の健康づくりの推進～よさこい健康プラン２１に基づく取り組みを加速度的に実施～
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

記載時期：変更計画の策定後
記載内容：変更計画を実行するに当たり、想定さ
れる課題等

評価（C) 改善（A）

　　実施計画 実施上の課題等

期

計画（P)

４　栄養・食生活の改善推進
　（１）【中央東】高知工科大学で「朝食を食べよう」「食事のバランス」についてのポスターの
　　　　掲示（7/5～）
　（２）食生活改善推進協議会が保健センターや公民館において、小学生や中学生、成人を
　　　　対象に食育講座を開催。
　　　　開催日と開催協議会：7/21に三原村協議会　１１名、8/7に田野町協議会　14名、
　　　　9/10に安田町協議会
　（３）「食育応援店」等、企業等と協働して野菜摂取量の向上を進める
　　ア　現在、109店舗

  　イ　7/13放送
　　ウ　・キャンペーンの実施（スーパーと食生活改善推進協議会のコラボ）
　　　 　・7/10のテレビと7/3と7/28の新聞広告にて野菜と朝食摂取の必要性を啓発
　　　 　・7/3（ツタヤ安芸店（本屋）にて、本の読み聞かせと試食　100名）
　　　　 ・7/17（サンプラザ緑ヶ丘にて、350ｇ野菜重量あてクイズなど　115名）、
　　　　 ・7/15（サンプラザ佐川店にて、重量当てやアンケートなど　150名）、
　　　　   7/18（サンシャイン土佐市店にて、250名）、7/24（サニーアクシスいの店にて、280名）、
　　　　 ・7/24（サンシャイン四万十店にて、100名）、
          ・8/19（サニーマート四万十店にて）
　　エ  ・7月5日～2週間、ローソンでの野菜の入った朝食向け「おにぎりセット」販売
　　　　　14日間で58店舗中56店舗で販売。販売数は1274食。

　（４）県民健康・栄養調査の実施
　　ア　健康プラン２１評価・専門部会開催（8/12）。調査項目の検討
　　イ　福祉保健所担当者会（8/23）

４　栄養・食生活の改善推進
　（１）【中央東】高知工科大学と協働で「食の講話」を実施。4/4に学生寮に入寮する全新入生
　　　　238名
  （２）食生活改善推進協議会への委託交付決定、概算払済　（地域食育推進事業実施委託料）
 

　（３）「食育応援店」等、企業等と協働して野菜摂取量の向上を進める

　　イ　・4/26と5/31に放送
　　ウ　・サンシャイン・サンプラザ・サニーマートと食生活改善推進協議会との協議開催(5/25)
　  　    ・イオンとの包括業務提携協議開催（5/12)
　　エ   ・6/13テレビ：乳幼児期の食事について

  （４）県民健康・栄養調査の実施
     ア　健康づくり推進協議会において、専門部会承認（6/2)

実施計画に対する実績
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20 4重点取組の名称 日々の健康づくりの推進～よさこい健康プラン２１に基づく取り組みを加速度的に実施～
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

日本一の健康長寿県構想の取り組み状況と成果 その２

継続
①現在の取り組みは、のぼり旗の掲揚とHPへの掲載のみであり、店に特段のメ
リットがない。のぼり旗に工夫を凝らしたり、広報の仕方などメリットのある方法を
考えていく必要がある。今、熱心に取り組んでいる店、逆に、取り組みが滞ってい
る店に生の声を聞いて次年度の方向性を考える。

②スーパー側の希望に添えないこともあり、キャンペーン月間を決めて取り組む
ことに無理がある。一定、スーパーと食生活改善推進協議会の繋がりはできてい
るので、実施期間を定めないことや必要経費の在り方を検討しながら継続してい
く。

・企業側からの提案により、新たにツタヤ
（本屋）で実施したことで、本を通して食の
大切さを、小さな子供たちに伝えることが
できた。

・企業と食生活改善推進員との活発な意
見交換が交わされ、コラボが軌道にのって
きた。

（３）

②
・7/10のテレビと7/3・7/28の新聞広告にて野菜と朝食摂取の必要性を啓発
・7/3（ツタヤ安芸店（本屋）にて、本の読み聞かせと併せて100名）
・7/17（サンプラザ緑ヶ丘にて、115名）
・7/15（サンプラザ佐川店にて、150名）、7/18（サンシャイン土佐市店にて、250名）、7/24（サニーアクシス
　いの店にて、280名）
・7/24（サンシャイン四万十店にて、100名）
・8/19（サニーマート四万十店にて）

（３）
①食育応援店
　　現在、109店舗
②野菜と朝食たっぷりキャンペーン
　　・７月に「朝食と野菜で健康！キャンペーン」実施
　　・7月5日～2週間、ローソンでの野菜の入った朝食向け「おにぎりセット」販売
　　・ツタヤ安芸店と打ち合わせ（6/3,21,22,23,29）、キャンペーンチラシの配布【安芸】
　　・サンプラザ緑ヶ丘店と食改打ち合わせ（7/9）【中央東】
　　・栄養・食生活の講義（健康づくり研修会や全国衛生週間説明会、食品衛生
　　  責任者講習会）【中央西】
　　・栄養・食生活の講義。（食品営業者に対して。4回の123名）【須崎】
　　・サニーマート四万十店と打ち合わせ（6/23）【幡多】
　

（３）「食育応援店」等、企業等と協働して野菜摂
取量の向上を進める
スーパーマーケットと食生活改善推進協議会との
協賛により野菜摂取向上と朝食欠食率の改善を
目指す。

（２）
食育講座や食育啓発イベントを全市町村で実施
し食育を進める。
　　地域での食生活改善活動の展開→高知県食
生活改善推進協議会に委託し、市町村において
食育講座と食育イベントを実施

（２）
　食生活改善推進協議会に対し、事業実施の委託（市町村において、食育講座と食育イ
ベント開催）

（２）
　保健センターや公民館において、小学生や中学生、成人を対象に食育講座開催。
　7/21に三原村協議会（11名）、8/7に田野町協議会（14名）、9/10に安田町協議会

小さい地区で講座を開催することで、丁寧
な活動ができ、参加者とより深くのコミュニ
ケーションがとれ、地域に根差した地道な
食育活動が展開できる

インプット（投入）
<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>

アウトプット（結果）
<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの

変化を示すこと>

昨年開催した、若年者の生活習慣病予防
セミナーがきっかけとなり、大学からの依
頼で、この講話が開催された。受講生から
は、食の大切さが分かったという意見が
あった。

継続
食育講座はこれまで同様、地区の公民館や保育所、学校など開催場所を変えな
がら、多くの住民に食育の大切さを伝えていく。食育イベントはこれまでの繋がり
を活かし継続してやっていく。

取組の内容及び事業概要 課題と次年度の対応

（１）
若者が望ましい運動習慣や食生活を身につける
よう大学等を通じて働きかける。

（１）高知工科大学生を中心とした生活習慣病予防セミナー開催
　・高知工科大において講演実施（4/4）　　【中央東】
　・「朝食」と「食事のバランス」のポスター掲示（7/5～）
　

 

（１）高知工科大学生を中心とした生活習慣病予防セミナー開催（4/4）：入寮する全新入生238名
　　　「メタボ予防」と「野菜と朝食の必要性」のポスター掲示（7/5）

継続
行動変容に繋がっているかを確認するため、今回の対象者を次年度も継続して
見ていく。

（４）県民健康・栄養調査 （４）県民健康・栄養調査の実施
　　ア　健康プラン２１評価・専門部会開催（8/12）
　　　　　生活習慣調査項目の案提示、調査日程案、現プラン評価、次期プラン改訂につ
いて説明
　　イ　福祉保健所担当者会（8/23）
　　　　　調査実施内容について報告・協議

（４）
　ア　調査項目案、調査日程、考え方等について了承

　イ　調査実施内容協議・確認

調査結果を食生活改善へ繋げていくために、結果を食生活改善推進協議会や
スーパーに提供し、活かしてもらう。
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20 5

その１

実行（D)

内容

記　 載
方法等

重点取組の名称
日々の健康づくりの推進～よさこい健康プラン２１に基づく取組みを加速度的に
実施～

日本一の健康長寿県構想
掲載ページ

線表（課題整理シート）
の掲載ページ

記載時期：変更計画の策定後
記載内容：変更計画を実行するに当たり、想定さ
れる課題等

評価（C) 改善（A）

変更計画 実施上の課題

期

計画（P)

　　実施計画 実施上の課題等 実施計画に対する実績 実施後の分析、検証

６　特定健康診査・特定保健指導の実施
・特定保健指導従事者の資質向上を図るための研修の企
画・調整を実施する
  ①あなみツールに関する取組み
　②生活習慣病予防研修会の実施

「心疾患・脳血管対策のための特定健診の受診
促進」進捗管理シートに別途記載

【幡多】特定保健指導研修会（6/6 　25名）
 <対象>市町村職員、特定保健指導実施j機関
＜内容＞講演「早期耐糖能異常の特性と動態及び一
　　　　　　　　　次予防の観点から」
　　　　　　事例検討

①あなみツールに関する取組み
【中央西】あなみツール研修会
　・6/3　　　 20名

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計画欄に記載す
る

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画を実施するにあたり、想定される
課題等
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計
画欄に記載する

記載時期：四半期毎
記載内容：実施計画に対する実施状況（実績等）

記載時期：四半期毎
記載内容：５W1Hの視点で実施後の分析、検証結果

記載時期：四半期毎
記載内容：実施後の分析、検証結果を基に必要に応じて変更した実
施計画

(再掲）【中央東】香南市自殺対策理解のための相談対
応研修の実施（6/30   80名）

【須　崎】民生委員児童委員協議会での啓発(須崎）
　　　　　　6市町で実施

・アンケート回収数58名研修内容理解度は、「理解できた」
33名、「どちらかと言えば理解できた」25名、100%の受講者
が理解を深めることができた。研修内容については36名
（62%）が今後活用できると回答。

６　特定健康診査・特定保健指導の実施
・特定保健指導従事者の資質向上を図るための研修
  を実施する
　①あなみツールに関する取組み
　②生活習慣病予防研修会の実施

１四半期

５　こころの健康の推進
・こころの健康に関する普及啓発を実施する

「自殺対策の推進」については、別途進捗管理
シートに記載（障害保健福祉課）

６　特定健康診査・特定保健指導の実施
・特定保健指導従事者の資質向上を図るための研修を実施
する
　①あなみツールに関する取組み
　②生活習慣病予防研修会の実施

３四半期

５　こころの健康の推進
・こころの健康に関する普及啓発を実施する

２四半期

５　こころの健康の推進
・こころの健康に関する普及啓発を実施する

(再掲）【安　芸】地域精神保健福祉講座開催（9/17 予
定  田野町）
(再掲）【全福祉保健所】自殺予防週間、横断幕掲示等
啓発
・健康づくり婦人会理事会　健康教育（7/8  12名）
・高知県年金受給者協会南国支部会員健康教育
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9/14  予定）

・参加状況　　15市町村１広域連合
・効果的な保健指導については、他県の取組みを紹介して
ほしいとの感想あり、１１月の研修内容へ反映させる。

・市町村保健指導の実施状況の把握と評価等の検討を行
う。

＜あなみツールへの取組み＞
・福祉保健所での研修や市町村個別対応を通して、ツール
の活用や入力作業については取組まれている。しかし、実
際の活用やツールを用いての対応方針などについては今
後も検討が必要。

◆保健指導プログラムの評価及びデータ解析結果に
関する研修会（事前研修）の実施（8/1   44名 ）
＜主催＞国立保健医療科学院
＜対象＞市町村特定健診・特定保健指導担当者
＜内容＞全国データを用いた解析結果による効果的
な保健指導について学ぶ

◆８月「特定健康診査・特定保健指導等の実施に関す
る調査」を実施

①あなみツールに関する取組み
○研修会
【幡　多】9/12     　予定
【須　崎】10/24　　 予定
　　　　　管内市町個別対応（未定）

②生活習慣病予防研修会の実施
【中央西】9月～10月予定

４四半期

５　こころの健康の推進
・こころの健康に関する普及啓発を実施する

６　特定健康診査・特定保健指導の実施
・特定保健指導従事者研修の評価、次年度の検討を行う
　①あなみツールに関する取組み
　②生活習慣病予防研修会の実施
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20 5重点取組の名称
日々の健康づくりの推進～よさこい健康プラン２１に基づく取組みを加速度的に
実施～

日本一の健康長寿県構想
掲載ページ

線表（課題整理シート）
の掲載ページ

日本一の健康長寿県構想の取り組み状況と成果 その２

取組の内容及び事業概要
インプット（投入）

<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>
アウトプット（結果）

<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>
アウトカム（成果）

<アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化を示すこと>
課題と次年度の対応

５　こころの健康の推進
・こころの健康に関する普及啓発をする

◆市町村、地区組織、住民、企業などを対象にした健康講座
などの健康教育や勉強会の開催

【中央東】香南市自殺対策理解のための相談対応研修の実施（6/30   80
名）

【須　崎】民生委員児童委員協議会での啓発(須崎）
　　　　　　6市町で実施

【継続】
・「こころの健康の推進」については「自殺・うつ病対策の推進」と一体的に取組んでいく。

【健康長寿政策課】
・　健康づくり婦人会理事会　健康教育（7/8  12名）

６　特定健康診査・特定保健指導の実施
・特定保健指導従事者の資質向上を図るた
めの研修の企画・調整を実施する
  ①あなみツールに関する取組み
　②生活習慣病予防研修会の実施

◆県全体と各福祉保健所での系統だった研修会の開催 ◆特定健診・特定保健指導研修会
【幡多】特定保健指導研修会（6/6 　25名）
・保健指導プログラムの評価及びデータ解析結果に関する研修会の実施
　　（8/1 44名 ）

1  保健指導プログラムの評価及びデータ解析結果に関する研修会では
熱心な質問等が寄せられた
　●６ヶ月間通した「保健指導の成功事例」を経時的に教えて欲しい
　●全国で成功しているプログラムを紹介してほしい　　　　　　など

①あなみツールに関する取組み
○研修会
【中央西】6/3　　20名

２　昨年は安芸管内のみの研修だったが、今年度は各福祉保健所が取組
み始めた。

３　あなみツール取組み市町村
　　安芸市、香南市、香美市、土佐市、四万十市、大月町

【継続】
・あなみツールは、保健指導対象者の優先順位付けの明確化や結果返しへの活用について
継続的な市町村への支援が必要。
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20,23 5

その１

実行（D)

内容

記　 載
方法等

３　健康づくりテキスト等の活用
○健康長寿政策課及び福祉保健所に備え置き、市町村や健康
関連団体等へ配布

４四半期

２　市町村との連携やパブリシティの活用
○随時情報提供を行う
○市町村へ年間広報計画（当初予算ベース）を情報提供し、連
携を呼びかけ

２　市町村との連携やパブリシティの活用
○随時情報提供を行う
○市町村へ年間広報計画（予算要求ベース）を情報提供し、連
携を呼びかけ

３　健康づくりテキスト等の活用
○健康長寿政策課及び福祉保健所に備え置き、市町村や健康
関連団体等へ配布

３四半期

１県民健康づくり総合啓発事業
○新聞広告掲載・・・10月（運動）、11月（たばこ対策）、12月（特
定保健指導）
○情報誌Ｋプラス掲載・・・10月（運動）
○テレビスポット・・・10～11月（歯の健康）

２　市町村との連携やパブリシティの活用
○随時情報提供を行う

２
○市町村及び健康づくり婦人会へ、8月の特定健診の広報予定をお
知らせ。（8月）
○（広報広聴課）ラジオ番組・・・8/9（特定健診・がん検診）
○（広報広聴課）テレビ放送・・・7/10（食生活）

３　健康づくりテキスト等の活用
○健康長寿政策課及び福祉保健所に備え置き、市町村や健康
関連団体等へ配布

３
○市町村や健康関連団体等へ配布
   ＜主な配布先＞
　　・各市町村　1,100部
　　・県食生活改善推進協議会　2,200部
　　・全国保健協会高知県支部　1,000部
　　・教育委員会　100部、看護協会100部　など

２四半期

１県民健康づくり総合啓発事業
○新聞広告掲載・・・7月（栄養・食生活）
○情報誌Ｋプラス掲載・・・７月（栄養・食生活）、8月（特定健
診）、9月（こころの健康）
○テレビスポット・・・8月（特定健診）

１
○新聞広告掲載・・・7/3（栄養・食生活）
○情報誌Ｋプラス掲載・・・7/28（栄養・食生活）、8/25（特定健診）、
9/22（こころの健康）
○テレビスポット・・・8/14～9/2（特定健診）
○子育て応援団すこやか2011への出展による啓発・・・7/23,24（家族
等への健康づくりのよびかけ。ポストカード、タオル等のプレゼント配
布）

３
○市町村や健康関連団体等へ配布
   ＜主な配布先＞
　　・事業所　200部、イベントでの配布　など

１四半期

１　県民健康づくり総合啓発事業
○新聞広告掲載・・・4月（特定健診）、5月（たばこ対策）、6月（歯
の健康）
○情報誌Ｋプラス掲載・・・5月（たばこ対策）、6月（歯の健康）
○テレビスポット・・・5～6月（たばこ対策）

２　市町村との連携やパブリシティの活用
○随時情報提供を行う

３　健康づくりテキスト等の活用
○健康長寿政策課及び福祉保健所に備え置き、市町村や健康
関連団体等へ配布

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計画欄に記載する

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画を実施するにあたり、
想定される課題等
※年度途中に計画を変更(修正）する場合
は、変更計画欄に記載する

記載時期：四半期毎
記載内容：実施計画に対する実施状況（実績等）

記載時期：四半期毎
記載内容：５W1Hの視点で実施後の分析、検証結果

記載時期：四半期毎
記載内容：実施後の分析、検証結果を基に必
要に応じて変更した実施計画

記載時期：変更計画の策定後
記載内容：変更計画を実行するに当たり、想定さ
れる課題等

改善（A）

　　実施計画 実施上の課題等 実施計画に対する実績 実施後の分析、検証 変更計画 実施上の課題

１
○新聞広告掲載・・・4/29（特定健診）、5/29（たばこ対策）、6/5（歯の
健康）
○情報誌Ｋプラス掲載・・・5/26（たばこ対策）、6/23（歯の健康）
○テレビスポット・・・5/16～6/17（たばこ対策）
○ポスター等の配布・・・両面ポスター（たばこ対策）配布（5/13～）、
ポストカード（たばこ対策）配布（5/22～）、タオル（たばこ対策）プレゼ
ント企画等で配布（6月～）

２
○市町村へ健康政策部（健康づくり関連）の年間広報予定を情報提
供し、連携を呼びかけ（2月）
○パブリシティー・・・5/19新聞夕刊パブリシティー欄（世界禁煙デー・
フォーラム）
○（広報広聴課）ラジオ番組・・・4/19（歯と口の健康づくり条例）
○（広報広聴課）テレビ番組・・・4/13（歯と口の健康づくり条例）
○県広報紙・・・6月（歯と口の健康づくり条例･シンポジウム）

重点取組の名称
日々の健康づくりの推進～「よさこい健康プラン21」に基づく施策を加速度的に実施～

生活習慣病の予防と改善のための広報・啓発
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

期

計画（P) 評価（C)
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20,23 5重点取組の名称
日々の健康づくりの推進～「よさこい健康プラン21」に基づく施策を加速度的に実施～

生活習慣病の予防と改善のための広報・啓発
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

日本一の健康長寿県構想の取り組み状況と成果 その２

２　市町村との連携やパブリシティの活
用

・ラジオ放送の実施
・テレビ放送の実施
・県広報紙への掲載

○市町村へ健康政策部（健康づくり関連）の年間広報予定を情報提供し、連携を
　呼びかけ（2月）
○市町村及び健康づくり婦人会へ、8月の特定健診の広報予定をお知らせ。（8
月）
○パブリシティー
　　5/19新聞夕刊パブリシティー欄（世界禁煙デー・フォーラム）
○（広報広聴課）ラジオ番組
　　4/19（歯と口の健康づくり条例）、8/9（特定健診・がん検診）
○（広報広聴課）テレビ番組
　　4/13（歯と口の健康づくり条例）、7/10（食生活）
○県広報紙
　　6月（歯と口の健康づくり条例･シンポジウム）

継続

３　健康づくりテキスト等の活用 ○市町村や健康関連団体等へ配布  ○市町村や健康関連団体等へ配布
　＜主な配布先＞
　　・各市町村　1,100部
　　・県食生活改善推進協議会　2,200部
　　・全国保健協会高知県支部　1,000部
　　・教育委員会　100部、看護協会100部、
　　　事業所200部、イベントでの配布　など

継続

取組の内容及び事業概要
インプット（投入）

<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>
アウトプット（結果）

<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>
アウトカム（成果）

<アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化を示すこと>
課題と次年度の対応

１　県民健康づくり総合啓発事業 ・新聞への広告掲載
・情報誌Ｋプラスへの連載
・テレビスポットの放送
・ポスター等の配布
・イベントへの参加

○新聞広告掲載
　　4/29（特定健診）、5/29（たばこ対策）、6/5（歯の健康）、7/3（栄養・食生活）
○情報誌Ｋプラス掲載
　　5/26（たばこ対策）、6/23（歯の健康）、7/28（栄養・食生活）、
　　8/25（特定健診）、9/22（こころの健康）
○テレビスポット（15秒、３局×60本程度）
　　5/16～6/17（たばこ対策）、8/14～9/2（特定健診）
○ポスター等の配布
　　両面ポスター（たばこ対策）配布（5/13～）
　　ポストカード（たばこ対策）配布（5/22～）
　　タオル（たばこ対策）プレゼント企画等で配布（6月～）
○子育て応援団すこやか2011への出展による啓発（7/23,24）
　　家族等への健康づくりのよびかけ。ポストカード、タオル等のプレゼント配布

継続
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28 6

その１
実行（D)

内容

記　 載
方法等

１．
（１）新たに医師養成奨学金３１名に貸与
　　（継続　医師養成奨学金５３名　特定科目臨床研
修奨励金１名）
（２）家庭医道場（６月１８・１９日馬路村 42名参加）

（３）
・公募事業採択８１件９事業（1次）
・公募事業採択１件１事業（6月随時）
・高知医療センターの医師（救急）の確保
　（4月1日から4名採用、5月1日から1名採用）

・高知大学災害・救急医療学講座の設置に係る寄附
申込（５月末）

２．
・県外私立大学との連携による医師招へい事業
　　寄附講座設置について協議中

５．
・国庫補助事業交付申請

１．.若手医師にとっての魅力あるキャリア形成環境の整備
＜学生の定着・確保＞
（１）医師養成奨学金・特定科目臨床研修奨励金
　　・募集・決定
（２）高知大学家庭医療学講座の実施
　　・家庭医道場１回
　　・講義の実施
　　・卒後医学教育システム等の研究開発

<キャリア形成環境の整備>
（３）高知医療再生機構による支援事業の実施
・指導医の育成及び確保支援事業
・医学生・研修医の高知県内研修支援事業
・若手医師のレベルアップ事業
・地域医療教育研修拠点施設整備の支援
・安芸地域県立病院（仮称）整備の支援
・安芸保健医療圏連携推進事業
・高知大学災害・救急医療学講座の設置
 

（２）県奨学生の増加による地域医療実習の受入れ
先の確保。

（３）医師の育成のため招へいした医師の定着の検
討。

２．県外からの医師の招へい及び赴任医師への支援
（１）高知医療再生機構による支援事業の実施
・医療再生機構による医師派遣事業
・赴任医師に対する研修修学金支援事業
・県外私立大学との連携による医師招へい事業

５．地域医療支援センターの設置準備

４．医師の処遇改善による定着の促進
・救急勤務医支援事業の実施（救急勤務医手当の支援）
・小児・産科医確保のための処遇改善
     NICU新生児担当手当、分娩手当の支援
     小児救急勤務医手当（仮称）の設置準備

重点取組の名称 医師確保対策の推進

期

計画（P)

３．県外医師確保のための情報収集及び勧誘
（１）高知医療再生機構による支援事業の実施
・医師ウェルカムネットの運営及び広報
・医師専門業者の活用
・医師確保地域協力員の設置
・医師ふるさとネットの構築・運営

　

１四半期

評価（C) 改善（A）

　　実施計画

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計画欄に
記載する
　　　　は県直営事業

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画を実施するにあたり、想定され
る課題等
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更
計画欄に記載する

記載時期：四半期毎
記載内容：実施後の分析、検証結果を基に必要に応じて変更
した実施計画

実施上の課題等 実施計画に対する実績 実施後の分析、検証 変更計画

　

記載時期：四半期毎
記載内容：実施計画に対する実施状況（実績等）

記載時期：四半期毎
記載内容：５W1Hの視点で実施後の分析、検証結果

日本一の健康長寿県構想
掲載ページ

線表（課題整理シート）
の掲載ページ

３．
（１）高知医療再生機構による支援事業の実施
・医師ウェルカムネットの運営及び広報
　　求人情報登録医療機関　　４３施設（６月末）
　　 ・アクセス数月平均８６１件（６月末）
・医師専門業者の活用
　　医師求人専門サイトに医療再生機構の専用広告
   を掲載→県外医師１名に本県視察を案内中（７月）
・医師確保地域協力員の設置
　　首都圏等県外の著名な医師に事前交渉を開始

実施上の課題

記載時期：変更計画の策定後
記載内容：変更計画を実行するに当たり、想定
される課題等

１．
（２）幡多地域医療道場の開催（８月２２日～２４日）
　　幡多けんみん病院、四万十市立市民病院、大野
内科　　計30名

（３）公募事業採択10件
　　 公募6事業2次募集（８月）

２．
・県外私立大学との連携による医師招へい事業
　　寄附講座設置について協議中

４．
・救急勤務医支援事業補助金計画　９病院
・産科医等確保支援事業費補助金申請　１８医療施
設
・新生児医療担当医支援事業費補助金申請　１医療
施設

（３）
・認定看護師資格取得支援事業（公募事業）
　　新規認定者４名（感染管理１、手術看護１、緩和ケア
１、透析看護１）（６月認定）

３．県外医師確保のための情報収集及び勧誘
（１）高知医療再生機構による支援事業の実施

３．
（１）高知医療再生機構による支援事業の実施
・医師ウェルカムネットの運営及び広報
　　訪問面談1回（８月）→９月に本県視察を案内中
　　求人情報登録医療機関44施設（8/16現在）
　　アクセス数月平均928件（7月末）

　１．.若手医師にとっての魅力あるキャリア形成環境の整備
＜学生の定着・確保＞
（２）高知大学家庭医療学講座の実施
　　・幡多地域医療道場の開催
　　・講義の実施
　
<キャリア形成環境の整備>
（３）高知医療再生機構による支援事業の実施

２．県外からの医師の招へい及び赴任医師への支援
（１）高知医療再生機構による支援事業の実施

　４．医師の処遇改善による定着の促進
・救急勤務医支援事業の実施（救急勤務医手当の支援）
・小児・産科医確保のための処遇改善
     NICU新生児担当手当、分娩手当の支援
     小児救急勤務医手当（仮称）の設置準備

２四半期

５．地域医療支援センターの設置・運営
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28 6重点取組の名称 医師確保対策の推進
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

実行（D)

内容

記　 載
方法等

記載時期：四半期毎
記載内容：実施後の分析、検証結果を基に必要に応じて変更
した実施計画

記載時期：変更計画の策定後
記載内容：変更計画を実行するに当たり、想定
される課題等

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画を実施するにあたり、想定され
る課題等
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更
計画欄に記載する

記載時期：四半期毎
記載内容：実施計画に対する実施状況（実績等）

その１－２

期

計画（P) 評価（C) 改善（A）

　　実施計画 実施上の課題等 実施計画に対する実績 変更計画 実施上の課題

１．.若手医師にとっての魅力あるキャリア形成環境の整備
＜学生の定着・確保＞
（２）高知大学家庭医療学講座の実施
・講義の実施
　
<キャリア形成環境の整備>
（３）高知医療再生機構による支援事業の実施

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計画欄に
記載する
　　　　は県直営事業

実施後の分析、検証

４．医師の処遇改善による定着の促進
・救急勤務医支援事業の実施（救急勤務医手当の支援）
・小児・産科医確保のための処遇改善
     NICU新生児担当手当、分娩手当の支援
     小児救急勤務医手当（仮称）の支援

１．.若手医師にとっての魅力あるキャリア形成環境の整備
＜学生の定着・確保＞
（２）高知大学家庭医療学講座の実施
・講義の実施
　
<キャリア形成環境の整備>
（３）高知医療再生機構による支援事業の実施

２．県外からの医師の招へい及び赴任医師への支援
（１）高知医療再生機構による支援事業の実施

５．地域医療支援センターの運営

４四半期

４．医師の処遇改善による定着の促進
・救急勤務医支援事業の実施（救急勤務医手当の支援）
・小児・産科医確保のための処遇改善
     NICU新生児担当手当、分娩手当の支援
     小児救急勤務医手当（仮称）の支援

２．県外からの医師の招へい及び赴任医師への支援
（１）高知医療再生機構による支援事業の実施

３．県外医師確保のための情報収集及び勧誘
（１）高知医療再生機構による支援事業の実施

５．地域医療支援センターの運営

３四半期
３．県外医師確保のための情報収集及び勧誘
（１）高知医療再生機構による支援事業の実施

記載時期：四半期毎
記載内容：５W1Hの視点で実施後の分析、検証結果
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28 6重点取組の名称 医師確保対策の推進
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

日本一の健康長寿県構想の取り組み状況と成果 その２

３．県外医師確保のための情報収集及び勧誘
（１）高知医療再生機構による支援事業の実施
・医師ウェルカムネットの運営及び広報
・医師専門業者の活用
・医師確保地域協力員の設置
・医師ふるさとネットの構築・運営

３．
（１）高知医療再生機構による支援事業の実施
・医師ウェルカムネットの運営及び広報
　　求人情報登録医療機関４４施設（8/16現在）
　　アクセス数月平均928件（4月～7月）
　　訪問面談　１回（8月）

３．継続

１．
（１）医師養成奨学金、特定科目臨床研修奨励金の募集
（２）講義の実施、家庭医道場・幡多地域医療道場の開催
（３）高知医療再生機構支援事業の９事業の公募
　

１．
（１）新たに医師養成奨学金31名に貸付
　　（他に継続　医師養成奨学金53名・特定科目臨床研修奨励金1名）
（２）・家庭医道場（６月１８・１９日　馬路村　42名参加）
　　・幡多地域医療道場（８月２２日～２４日　四万十市　30名参加予定）
（３）公募事業採択　9事業所92件
　　　　・指導医医師資格取得支援事業　　5医療機関　16件
　　　　・指導医招聘確保支援事業　　1医療機関　1件
        ・専門医等養成支援事業　　4医療機関　29件
　　　　・専門医等資質向上支援事業　4医療機関　19件
　　　　・医師留学支援事業　　1医療機関　1件
　　　　・専門等医不足分野支援事業　　4医療機関　1団体　8件
　　　　・認定看護師資格取得支援事業　　6医療機関　7件
　　　　・看護職員・コメディカル職員研修派遣支援事業
            3医療機関　1団体　4件
　　　　・看護職員・コメディカル職員研修支援事業
            3医療機関　1団体　7件

１．
（１）奨学金被貸与者の増加
　　H19:11名　H20:12名　H21：15名　H22:31名　H23:31名（各年度新規）
　　卒業生：１２名（全員県内病院で研修中）
　　高知大学地域枠25名、H23年度に3名追加
（３）・高知医療センターの医師（救急）の確保
　　　　　4月1日から4名、5月1日から1名採用
　　 ・認定看護師資格取得支援事業（公募事業）
　　      新規認定者４名（感染管理１、手術看護１、緩和ケア１、
          透析看護１）（６月認定）

１．継続

２．県外からの医師の招へい及び赴任医師への
支援
（１）高知医療再生機構による支援事業の実施
・医療再生機構による医師派遣事業
・赴任医師に対する研修修学金支援事業
・県外私立大学との連携による医師招へい事業

２．継続

アウトプット（結果）

５．地域医療支援センターの設置・運営

１．.若手医師にとっての魅力あるキャリア形成環
境の整備
＜学生の定着・確保＞
（１）医師養成奨学金・特定科目臨床研修奨励金
　　・募集・決定
（２）高知大学家庭医療学講座の実施
　　・家庭医道場１回
　　・講義の実施
　　・卒後医学教育システム等の研究開発

<キャリア形成環境の整備>
（３）高知医療再生機構による支援事業の実施
・指導医の育成及び確保支援事業
・医学生・研修医の高知県内研修支援事業
・若手医師のレベルアップ事業
・地域医療教育研修拠点施設整備の支援
・安芸地域県立病院（仮称）整備の支援
・安芸保健医療圏連携推進事業
・高知大学災害・救急医療学講座の設置

取組の内容及び事業概要

４．医師の処遇改善による定着の促進
・救急勤務医支援事業の実施（救急勤務医手当
の支援）
・小児・産科医確保のための処遇改善
     NICU新生児担当手当、分娩手当の支援
     小児救急勤務医手当（仮称）の設置準備

４．
・救急勤務医支援事業補助金計画　９病院
・産科医等確保支援事業費補助金申請　１８医療施設
・新生児医療担当医支援事業費補助金申請　１医療施設

インプット（投入）

４．
・救急勤務医支援事業補助金の継続
・産科医等確保支援事業費補助金の継続
・新生児担当医支援事業費補助金の継続

４．継続

＜平成24年度新規事業＞
　　【新】女性医師の復職支援
　　　　　　受入先の医療機関に対する支援

５．継続

アウトカム（成果） 課題と次年度の対応
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実行（D)

内容

記　 載
方法等

３　「中央・高幡保健医療圏地域医療再生計画」に基づく地域の医療課題へ
の対応
　　　　・地域医療提供モデル事業
　　　　・嶺北地域医療再生事業
　　　　・地域医療連携体制整備モデル事業
　　　　・地域における小児医療確保事業

３　「中央・高幡保健医療圏地域医療再生計画」に基づく地域の医療課題へ
の対応
　　　　・地域医療提供モデル事業費補助金の実績報告
　　　　・地域医療連携体制整備モデル事業費補助金の実績報告

２　急性期、回復期、維持期を通じた医療連携の加速化
（１）疾病・事業別の医療体制検討会議

（２）地域別の保健医療福祉推進会議

（３）医療機関等における地域連携クリニカルパスの活用の促進

クリニカルパスの情報を医療ネットに掲載することで、県民や医療機
関がパスの情報を入手しやすくなった。

１　第５期保健医療計画の見直しに向けた対応
　　　患者動態調査結果の第６期保健医療計画案への反映
　

２　急性期、回復期、維持期を通じた医療連携の加速化
（１）疾病・事業別の医療体制検討会議

（２）地域別の保健医療福祉推進会議

（３）医療機関等における地域連携クリニカルパスの活用の促進

１　第５期保健医療計画の見直しに向けた対応
　　　患者動態調査結果の分析
　

中央西圏域における退院支援の仕組みづくりが計画どおり進んで
いる。

３　「中央・高幡保健医療圏地域医療再生計画」に基づく地域の医療課題へ
の対応
　　　　・地域医療提供モデル事業
　　　　・嶺北地域医療再生事業
　　　　・地域医療連携体制整備モデル事業
　　　　・地域における小児医療確保事業

１　患者動態調査項目の決定（8/11）
　　調査の実施に係る県ホームページでの公表（7月下旬～
8/11）
　　調査委託業者決定（8/12）
　　患者動態調査の実施（9/16）

２
（１）疾病別の医療体制検討会議開催（予定）
（２）各地域における保健医療福祉推進会議の開催
　　【安芸】7/5（主要事業）糖尿病、医療と介護の連携
　　　（須崎は９月、中央東は10月に会議開催予定）
（３）クリニカルパスを医療ネットに掲載(7/1)

記載時期：四半期毎
記載内容：実施後の分析、検証結果を基に必要
に応じて変更した実施計画

記載時期：変更計画の策定後
記載内容：変更計画を実行する
に当たり、想定される課題等

３　「中央・高幡保健医療圏地域医療再生計画」に基づく地域の医療課題へ
の対応
　　　　・地域医療提供モデル事業費補助金の交付決定（在宅医療の頁で
記載）
　　　　・嶺北地域医療再生事業（中央東）
　　　　・地域医療連携体制整備モデル事業費補助金の交付決定（中央西）
　　　　・地域における小児医療確保事業（須崎）

３　・地域における効果的な事業の実施について、福祉保健
　　　所と連携して支援を行う
　　・各事業の進行管理

１　第６期保健医療計画の策定に必要な患者動態調査項目の精
査

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計画欄に記載する

２　急性期、回復期、維持期を通じた医療連携の加速化
（１）疾病・事業別の医療体制検討会議

（２）地域別の保健医療福祉推進会議

（３）医療機関等における地域連携クリニカルパスの活用の促進
　

　　実施計画 実施上の課題等 実施計画に対する実績 実施後の分析、検証

記載時期：四半期毎
記載内容：実施計画に対する実施状況（実績等）

１　第５期保健医療計画の見直しに向けた対応
　　　第６期保健医療計画の策定のために必要な調査項目について、疾病・
事業別の医療計画推進会議等における検討を行う
　

２
（３）医療機関、県民に分かりやすい情報提供

記載時期：四半期毎
記載内容：５W1Hの視点で実施後の分析、検証結果

評価（C) 改善（A）

変更計画 実施上の課題

１　第５期保健医療計画の見直しに向けた対応
　　　患者動態調査の項目決定
　　　調査委託契約
　　　患者動態調査事業の実施（９／１６現在）
　

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画を実施するにあたり、想定される課題等
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計画欄に記載
する

２　急性期、回復期、維持期を通じた医療連携の加速化
（１）疾病・事業別の医療体制検討会議

（２）地域別の保健医療福祉推進会議

（３）医療機関等における地域連携クリニカルパスの活用の促進
　　　クリニカルパスのこうち医療ネットへの掲載

重点取組の名称 病期に応じた医療連携体制の構築

期

計画（P)

２
（１）【脳卒中】6/30脳卒中医療体制検討会議小委員会（再
掲）
（２）各地域における保健医療福祉推進会議の開催
　　【幡多】5/26 （主要事業）糖尿病、脳卒中、災害医療
    【中央西】6/27（主要事業）在宅医療

日本一の健康長寿県構想
掲載ページ

線表（課題整理シート）
の掲載ページ

１　疾病別の医療体制検討会議の開催等による調査項目
の協議
【脳卒中】6/30脳卒中医療体制検討会議小委員会の開催
【急性心筋梗塞】医療機能調査項目の協議（各委員個別紹
介）

その１

２
（１）（２）４疾病５事業の医療体制推進会議で検討した内容の保
健医療福祉推進会議への情報提供及び、各地域の取組の医療
体制推進会議等への情報提供

（３）クリニカルパスの医療機関への普及
　

１四半期

２四半期

３四半期

４四半期

３

・中央西管内におけるブロック別の退院支援の仕組みづくり
等地域包括ケアシステムの構築
　（地域医療連携体制整備モデル事業補助金交付決定
（4/19）

３
・地域医療連携体制モデル事業（中央西）
　　県立大学による退院支援コンサルテーション契約(7/15)
　　普及版スクリーニングシート作成(8月中予定)
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33 7重点取組の名称 病期に応じた医療連携体制の構築
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

日本一の健康長寿県構想の取り組み状況と成果 その２

継続

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化を示すこと>

課題と次年度の対応

・患者動態調査の分析結果を第６期保健医療計画に反映する。
　　→患者動態調査結果に表れる県民の受療動向や県内医療機関の
連携の状況について、各疾病別医療体制検討会議等において分析を
行い、第６期保健医療計画案に反映させる。

継続

患者動態調査を実施する準備が整った。１　第５期保健医療計画の見直しに向けた対応
　　患者動態調査結果の第６期保健医療計画案への
反映

患者動態調査項目の決定
　　医療審議会評価推進部会委員等の意見を聞いて項目を決定した。
調査の実施に係る県ホームページでの公表（7月下旬～8/11）
調査委託業者決定
調査委託契約（調査票発送・回収、調査票入力・集計）
患者動態調査の実施（9/16実施）

２　急性期、回復期、維持期を通じた医療連携の加速
化
（１）疾病・事業別の医療体制検討会議

（２）地域別の保健医療福祉推進会議

（３）医療機関等における地域連携クリニカルパスの
活用の促進

（１）脳卒中医療体制検討会議小委員会において、脳卒中データバンクの構築に関する検
討を行った。

（２）地域ごとに実施する課題に対応した取り組みについて、保健・医療・福祉関係者で検
討を行った。

（３）クリニカルパスの情報を医療ネットに掲載することで、県民や医療機関がパスの情報
を入手しやすくなった。

３　「中央・高幡保健医療圏地域医療再生計画」に基
づく地域の医療課題への対応
　　　　・地域医療提供モデル事業（在宅医療の頁で
記載）
　　　　・嶺北地域医療再生事業
　　　　・地域医療連携体制整備モデル事業
　　　　・地域における小児医療確保事業

・地域医療連携体制モデル事業（中央西）
　　県立大学による退院支援コンサルテーション契約(7/15)
　　普及版スクリーニングシート作成(8月中予定)

中央西圏域における退院支援の仕組みづくりが計画どおり進んでいる。

（１）疾病・事業別の医療体制検討会議
・脳卒中医療体制検討会議小委員会の開催（6/30）

（２）地域別の保健医療福祉推進会議
　【幡多】5/26 （主要事業）糖尿病、脳卒中、災害医療
  【中央西】6/27（主要事業）在宅医療
　【安芸】7/5（主要事業）糖尿病、医療と介護の連携

（３）クリニカルパスを医療ネットに掲載(7/1)

取組の内容及び事業概要
インプット（投入）

<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>
アウトプット（結果）

<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>
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その１
実行（D)

内容

記　 載
方法等

２
　各地域において在宅医療を選択できる環境の整備につ
いて、福祉保健所の取組や地域課題について情報を共
有する。

　地域ケア全体の中での在宅医療の推進方策について、
高齢者福祉課と協議を行う。

１四半期

２四半期

３四半期

４四半期

１　住民・医療関係者に対する在宅医療の普及啓発、情報提供
　【県民向け広報啓発】
　　　・機会をとらえたラジオ等による啓発の実施

２　在宅医療を選択できる環境整備
　　【多職種の連携】
　　　　・地域医療提供モデル事業の実施
　　　　　（県リハビリテーションション協会）
　　　　・在宅医療等実態調査（須崎）
　
　【在宅医療を担う人材の確保と質の向上】
　　　・訪問薬剤師養成事業の実施
　　　・訪問看護師研修の実施

１　住民・医療関係者に対する在宅医療の普及啓発、情報提供
　【県民向け広報啓発】
　　・講演会の開催
　

２
【多職種の連携】
・他職種の連携による経口摂取への移行促進事業の
推進
  地域医療提供モデル事業費補助金交付決定
（5/10）
  「食形態の名称の統一に関する研修会」開催(6/12)
   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　264名参加

【在宅医療を担う人材の確保と質の向上】
・訪問看護師研修委託契約（6/16）
　　　　　　　　　　　研修受講人数　41名

２　在宅医療を選択できる環境整備
　　【多職種の連携】
　　　　・地域医療提供モデル事業費補助金の交付決定（脳卒中者の
　　　　　経口摂取への移行に向けた多職種連携事業、県リハビリテー
　　　　　ション協会）
　
　　【在宅医療を担う人材の確保と質の向上】
　　　・訪問薬剤師養成事業委託契約（県薬剤師会）
　　　・訪問看護師研修委託契約（県看護協会）

在宅医療について県民の理解を深めるための広報の実施

日本一の健康長寿県構想
掲載ページ

線表（課題整理シート）
の掲載ページ

実施後の分析、検証

・在宅での服薬及び医薬品管理に習熟した薬剤師の養成
・委託事業で養成した訪問薬剤師の在宅医療への参画促進
・在宅看護に精通及び習熟した看護師の育成

重点取組の名称 在宅医療の推進

期

計画（P) 評価（C) 改善（A）

　　実施計画 実施上の課題等 実施計画に対する実績 変更計画 実施上の課題

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計画欄に記載する

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画を実施するにあたり、想定される課題等
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計画欄に
記載する

記載時期：四半期毎
記載内容：実施計画に対する実施状況（実績等）

記載時期：四半期毎
記載内容：５W1Hの視点で実施後の分析、検証結果

記載時期：変更計画の策定後
記載内容：変更計画を実行するに当た
り、想定される課題等

・在宅医療の中心的役割を果たす訪問看護師を、年
度内に相当数養成できる見込みが立った。

記載時期：四半期毎
記載内容：実施後の分析、検証結果を基に必要に応じて
変更した実施計画

・在宅で療養する患者の医薬品管理や服薬指導等を
行える訪問薬剤師を、年度内に相当数養成できる見
込みが立った。

２
　平成23年度県民世論調査に「在宅医療」についての
質問を設け、解説により在宅医療について理解を求
めるとともに、在宅医療を選択できる環境についての
県民の選好を訊く。

【在宅医療を担う人材の確保と質の向上】
・訪問薬剤師養成事業委託契約（7/28）
　　　　　　　　　養成事業受講予定人数 　100名

２　在宅医療を選択できる環境整備
　　【多職種の連携】
　　　　・地域医療提供モデル事業の実施
　　　　・地域医療フォーラムの開催（訪問看護の活動組織の協働）
　　　　・在宅医療研修会の開催（須崎）
　　　　・在宅医療等実態調査（須崎）
　
　【在宅医療を担う人材の確保と質の向上】
　　　・訪問薬剤師養成事業
　　　・訪問看護師研修

・効果的な事業の周知、事業終了後の活動につなげ
　る取り組みとする
　（地域医療フォーラム）

１　住民・医療関係者に対する在宅医療の普及啓発、情報提供
　【県民向け広報啓発】
　　　・啓発物の作成配布

２　在宅医療を選択できる環境整備
　　【多職種の連携】
　　　　・地域医療提供モデル事業費補助金の実績報告
　　　　・在宅医療等実態調査結果報告（須崎）
　
　【在宅医療を担う人材の確保と質の向上】
　　　・訪問薬剤師養成事業実績報告
　　　・訪問看護師研修実績報告
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日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ
重点取組の名称 在宅医療の推進

日本一の健康長寿県構想の取り組み状況と成果 その２

１　住民・医療関係者に対する在宅医療の普及
啓発、情報提供

未実施

【多職種の連携】
他職種の連携による経口摂取への移行促進事業の推進
  地域医療提供モデル事業
  「食形態の名称の統一に関する研修会」開催(6/12)
   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　264名参加
【在宅医療を担う人材の確保と質の向上】
　・県薬剤師会による訪問薬剤師養成事業の受講者（予定）　100名(22年度
114名)
　・県看護協会による訪問看護師研修の受講者　　　4１名(22年度 　20名)
　　※訪問看護師研修を受講しやすくするため、内容について見直しを行い、時
間数を減らした結果、受講者数は前年度の倍となった。

取組の内容及び事業概要
インプット（投入）

<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>
アウトプット（結果）

<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>

２　在宅医療を選択できる環境整備
　　【多職種の連携】
　
　
　

　【在宅医療を担う人材の確保と質の向上】
　　　・訪問薬剤師養成事業
　　　・訪問看護師研修

【在宅医療を担う人材の確保と質の向上】
　・在宅で療養する患者の医薬品管理や服薬指導等を行える訪問薬剤師、
在宅医療の中心的役割を果たす訪問看護師を、年度内に相当数養成できる
見込みが立った。。

課題と次年度の対応

県民及び医療・介護関係者向けの在宅医療資源に関する情報提供を行う必要があ
る。

継続

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化を示すこと>
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その１
実行（D)

内容

記　 載
方法等

２．へき地診療所のある地域への支援
（１）医師の招聘、新規参入の確保
　　・自治医科大学入試
（２）医師の定着促進
  　・代診の実施
　  ・へき地診療所等の医師確保支援
　  ・へき地勤務医人事案作成、諸診医会への内示
（３）ハード・ソフト面での医療の質の向上支援
　　・高知県へき地医療情報ネットワークの拡充

２．へき地診療所のある地域への支援
（１）医師の招聘、新規参入の確保
（２）医師の定着促進
  　・代診の実施
　  ・へき地診療所等の医師確保支援
　  ・へき地勤務医、市町村長の人事関係ヒアリング
（３）ハード・ソフト面での医療の質の向上支援
　　・高知県へき地医療情報ネットワークの拡充

２．へき地診療所のある地域への支援
（１）医師の招聘、新規参入の確保
  　・自治医科大学学校説明会の開催（３校）
　　・家庭医療学講座及びへき地医療夏期実習の実施
（２）医師の定着促進
  　・代診の実施
　  ・へき地診療所等の医師確保支援
（３）ハード・ソフト面での医療の質の向上支援
　　・高知県へき地医療情報ネットワークの拡充

 

１．無医地区等への支援策
（１）無医地区巡回診療
（２）出張診療所の開設
　

１．無医地区等への支援策
（１）無医地区巡回診療
（２）出張診療所の開設
　

３．
・計画の県民や関係者への浸透が課題

２．
（１）・自治医科大学学校説明会の開催
　　　　（7月21日・22日　３校　37名参加）
　　 ・へき地医療夏期実習の開催
　　　　　8月18日～20日
　　　　　１２へき地医療機関等
　　　　 　３６名参加（内自治医科大学１１名）
（２） ・代診実施（３診療所）

実施計画に対する実績

２．
（１）学校により参加生徒数に大きな差がある。

　
（１）　引き続き巡回診療の需要は多い

２．
（１）女性入学者の増加により、今後女性医師の働きやす
い環境整備が求められる
　

（３）へき地拠点病院設備整備事業で、梼原病院と大月
病院が今年度の国の補助対象とならなかったため、今後
の対策が必要。

日本一の健康長寿県構想
掲載ページ

線表（課題整理シート）
の掲載ページ

実施後の分析、検証 変更計画 実施上の課題

重点取組の名称 へき地医療の確保

期

計画（P) 評価（C) 改善（A）

　　実施計画 実施上の課題等

記載時期：変更計画の策定後
記載内容：変更計画を実行するに当たり、想定
される課題等

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計画欄に
記載する

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画を実施するにあたり、想定される
課題等
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更
計画欄に記載する

記載時期：四半期毎
記載内容：実施計画に対する実施状況（実績等）

記載時期：四半期毎
記載内容：５W1Hの視点で実施後の分析、検証結果

記載時期：四半期毎
記載内容：実施後の分析、検証結果を基に必要に応じて変更し
た実施計画

２．へき地診療所のある地域への支援
（１）医師の招聘、新規参入の確保
  　・自治医科大学による医師の確保
（２）医師の定着促進
  　・代診の実施
　  ・へき地診療所等の医師確保支援
（３）ハード・ソフト面での医療の質の向上支援
　　・へき地診療所、拠点病院の運営費、施設・設備整備の
　　　助成
　　・高知県へき地医療情報ネットワークの拡充

２．

（２）へき地診療所・派遣元医療機関の医師の負担軽
減。

３．第１１次高知県へき地保健医療計画の策定

１四半期

２四半期

３四半期

４四半期

１．
（１）４市町（６地区７２回）の補助決定

２．
（１）自治医科大学への入学者2名
　　初期臨床研修1年目2名、2年目3名
　　本県自治医科大学出身へき地勤務医師２６名
　　（他大学出身へき地勤務医師2名）
（２）代診実施（２診療所）
（３）医療機器整備補助決定（5診療所、１拠点病院）

３．
・医療審議会医療従事者確保推進部会での承認
・パブリックコメントの募集

１．無医地区等への支援策
（１）無医地区巡回診療
　・無医地区巡回診療への補助
（２）出張診療所の開設
　・へき地診療所等の施設整備補助

１
（１）派遣元医療機関の医師の負担軽減。

１．無医地区等への支援策
（１）無医地区巡回診療
（２）出張診療所の開設
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日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ
重点取組の名称 へき地医療の確保

日本一の健康長寿県構想の取り組み状況と成果 その２

課題と次年度の対応

１．
（１）現状の人員確保。
（２）医療の質の向上。

２．
（１）医師確保及び、医師の定着に向けた取り組みの継続。
（２）へき地拠点病院によるへき地診療所等への支援強化。
（３）医療の質の向上。

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化を示すこと>

２．
（１）へき地勤務へ新規参入　　　2名（平成23年4月1日）
　
（2）へき地勤務医師の負担軽減

２．
（１）・自治医科大学への負担金
　 　・自治医科大学学校説明会の開催
　　 ・へき地医療夏期実習の開催
（２）代診の実施
（３）・過疎地域等特定診療所施設整備費補助金等の実施
　 　・へき地診療所設備整備補助金等の実施
　 　・へき地拠点病院設備整備補助金の実施

２．
（１）・自治医科大学への入学者２名
　　・初期臨床研修１年目２名、２年目３名
　　・本県自治医科大学出身へき地勤務医師２６名
　　　（他大学出身へき地勤務医師２名）
　　・自治医科大学学校説明会の開催
　　　　（7月21日・22日　３校　37名参加）
 　 ・へき地医療夏期実習の開催
　　　　　8月18日～20日
　　　　　１5へき地医療機関等
　　　　 　３６名参加（内自治医科大学１１名）
（２）代診実施（4診療所　平成23年8月18日現在）
　　　黒潮町拳ノ川：9回、西土佐：３回、大正：2回、津野町杉ノ川：１回
　
　
（３）・医療機器整備補助決定（5診療所、１拠点病院）

２．へき地診療所のある地域への支援
（１）医師の招聘、新規参入の確保
  　・自治医科大学による医師の確保
（２）医師の定着促進
  　・代診の実施
　  ・へき地診療所等の医師確保支援
（３）ハード・ソフト面での医療の質の向上支援
　　・へき地診療所、拠点病院の運営費、施設・
      設備整備の助成
　　・高知県へき地医療情報ネットワークの拡充

３．第１１次高知県へき地保健医療計画の策定

取組の内容及び事業概要
インプット（投入）

<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>
アウトプット（結果）

<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>

１．無医地区等への支援策
（１）無医地区巡回診療
　・無医地区巡回診療への補助
（２）出張診療所の開設
　・へき地診療所等の施設整備補助

１．
（１）４市町（６地区７２回）の補助決定

１．
（１）無医地区巡回診療事業費補助金の実施
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その１
実行（D)

内容

記　 載
方法等

２（１）昨年度の配布方法を見直し、ガイドブックだけでな
く♯8000のカード等、赤ちゃんを連れていても持ち運び
しやすいよう封筒に関係する資料をつめて、各会場で配
布。ガイドブックだけでなく、その他の小児救急医療の
情報についても、多くの保護者に周知することができ、
多くの資料を配布することが可能となった。

　（２）昨年度の相談件数４～６月実績は４１５件であり、
今年度もほぼ同様の件数であり、昨年度に引き続き、
多くの需要がある。小児の夜間の急病に対して、保護
者の不安の解消に努め、適切な受診を促すことが出来
ている。

１
　9月より実施予定。

２
（１）各地域でのガイドブックの配布、小児科医師の講演
会の開催により、保護者へ小児急病時の対応を周知
し、保護者の不安軽減を行うことが出来ている。

（２）小児急病時の適切な受診方法を促すことが出来て
いる。

変更計画 実施上の課題

１　県民の理解と協力のための広報事業
　・救急医療啓発事業の実施
　
２　県民自身の急病時の対応への支援
　（１）小児救急啓発事業
　　ガイドブック配布（通年）
　　小児科医師による講演会の開催（通年）

　（２）小児救急電話相談事業
　　・第4-4半期支払い
　　・実績報告提出

３四半期

期

計画（P) 評価（C)

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計画欄に
記載する

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画を実施するにあたり、想定され
る課題等
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更
計画欄に記載する

記載時期：四半期毎
記載内容：実施計画に対する実施状況（実績等）

実施上の課題等

２　（１）小児啓発事業
・ガイドブック配布
　7/23,24　すこやか2011　200部
　その他各関係機関（保育園、市町村等）　716部配布
・小児科医師による講演会の開催
　8/30　佐川町
　9/3　　高知市
　9/27　 香美市
  9/30　 香南市
　
　（２）小児救急電話相談事業
　　第２－４半期支払い

１　県民の理解と協力のための広報事業
　・救急医療啓発事業の実施
　 １２月末～１月ＣＭ放送、新聞広告掲載予定
　（年末年始の適正受診の啓発）
　
２　県民自身の急病時の対応への支援
　（１）小児救急啓発事業
　　ガイドブック配布（通年）
　　小児科医師による講演会の開催（通年）

　（２）小児救急電話相談事業
　　・第3-4半期支払い
　

１　県民の理解と協力のための広報事業
　・救急医療啓発事業の実施
　　９月ＣＭ放送、新聞広告掲載予定（9/9救急の日を含む週）
　
２　県民自身の急病時の対応への支援
　（１）小児救急啓発事業
　　ガイドブック配布（通年）
　　小児科医師による講演会の開催（通年）

　（２）小児救急電話相談事業
　　・第2-4半期支払い
　

１　救急医療啓発事業の実施（9月～予定）
　委託先：株式会社高知広告センター
　新聞広告、テレビCM、ポスター・チラシ配布、テレビ番組内
特集
　ラジオ番組内PR、ラジオCM、情報誌への掲載

４四半期

改善（A）

　　実施計画

日本一の健康長寿県構想
掲載ページ

線表（課題整理シート）
の掲載ページ

１　県民の理解と協力のための広報事業
　・救急医療啓発事業委託業務公募型プロポーザルの実施
　　プロポーザル実施要領、募集要領、審査委員会設置要
領、審査要領策定

２　県民自身の急病時の対応への支援
　（１）小児救急啓発事業
　　ガイドブック配布（通年）
　　小児科医師による講演会の開催（通年）

　（２）小児救急電話相談事業
　　　・契約、第1-4半期支払い

１　救急医療、小児救急医療の適正受診について、ラジオで
　広報（5/3放送）
　・救急医療啓発事業委託業務公募型プロポーザルの実施
　　プロポーザル実施要領、募集要領、審査委員会設置
　　要領、審査要領策定（6月）

２（１）ガイドブック配布
　　4/24　赤ちゃん会（高知会場）　　　　　　　1675部配布
　　4/29　赤ちゃん会（幡多会場）　　　　　　　261部配布
　　その他各関係機関（保育園、市町村等）　3415部配布
　  6/11　小児科医師による講演会実施（高知市）

　（２）小児救急電話相談事業
　　相談件数　４～６月実績　　４１０件
　　第１－４半期支払い
　　4/12　連絡会実施

実施計画に対する実績 実施後の分析、検証

年々、相談件数が増えており、相談日を増設する
ことが望ましいため今後、相談日の変更を検討し
ていく必要がある

１四半期

記載時期：四半期毎
記載内容：５W1Hの視点で実施後の分析、検証結果

２四半期

重点取組の名称 県民の理解と協力の促進

救急医療、小児救急医療の適正受診について県
民に周知、理解してもらうよう工夫が必要

小児科医師による講演会を各地域で効果的に実
施するよう、福祉保健所を通じて指導・支援を行
い、具体的な事業進捗を管理する

記載時期：四半期毎
記載内容：実施後の分析、検証結果を基に必要に応じて変更し
た実施計画

記載時期：変更計画の策定後
記載内容：変更計画を実行するに当たり、想定
される課題等
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日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ
重点取組の名称 県民の理解と協力の促進

日本一の健康長寿県構想の取り組み状況と成果 その２

継　続

２
(１)継　続

(２)相談体制充実のため、将来的に相談日拡充に向けた看護協会との調整を行う。また、成人対
象の医療相談を行っている県もあり、今後本県でも実施していくか検討を要する。なお、当面は、
適正受診のために行動(安易な救急医療利用)変容を促す啓発が必要
【課題】相談員の執務室の検討(長期的課題)。相談員の増員。

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化を示すこと>

２

(２)電話相談のあったもののうち７０．９％は、家庭で対応可能であった
り翌日の医療機関受診で対応できるものであり、小児急患の過剰な受
診を抑制できたと考えられる。また、保護者の不安の解消となり、軽易
な病状や外傷の対処法の普及となっている。

課題と次年度の対応

２
(１)・ガイドブックの配布　約4,300部配布
　　配布先：赤ちゃん会、すこやか２０１１、市町村、幼稚園・保育園、各保健所、
              医療機関
　　・小児科医師による講演会　高知市実施

(２)小児救急電話相談件数
　　４月～６月　４１０件(前年同期４１５件)

１
（１）高知広告センターに広告制作等委託
　委託内容：新聞広告の掲載、テレビCMの制作・放送、啓発運
動用資材の制作、その他媒体でのPR等
　契約方法：公募型プロポーザル方式

取組の内容及び事業概要
インプット（投入）

<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>
アウトプット（結果）

<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>

１県民の理解と協力のための広報事業
（１）救急医療啓発事業
　救急医療の実情を理解してもらうため、メディア
を活用した広報事業の実施

２県民自身の急病時の対応への支援
（１）小児救急医療啓発事業
　保護者の不安の軽減を図るため、小児急病時
の対応をまとめたガイドブックの作成・配布及び
小児科医師による講演会の開催

（２）小児救急電話相談事業
　保護者の不安の解消に努め、適切な受診を促
すため、小児救急相談電話事業を実施

２
（１）　・ガイドブックの配布
　　　　配布先：市町村、幼稚園・保育園、各保健所、医療機関
　　　・各地域での小児科医師による講演会の実施

（２）小児救急電話相談事業の実施
　委託先：高知県看護協会
　相談日時：金・土・日・祝日及び年末年始
　　　　　　　 午後８時から翌日午前１時まで
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その１
実行（D)

内容

記　 載
方法等

１　休日・夜間の医療体制の維持
　（１）小児救急医療支援事業
　　・平日夜間小児急患センター、調剤薬局の運営支援
　　・小児二次輪番病院の運営支援
　
　（２）小児救急トリアージ担当看護師設置支援事業
　　　交付申請受付

２　救急医療情報の提供
　（１）救急医療情報システム運営委託事業
　　　契約、第6-1半期支払い、第6-2半期支払い

変更計画 実施上の課題

記載時期：四半期毎
記載内容：実施後の分析、検証結果を基に必要に応じて変更し
た実施計画

記載時期：変更計画の策定後
記載内容：変更計画を実行するに当たり、想定
される課題等

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計画欄に
記載する

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画を実施するにあたり、想定され
る課題等
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更
計画欄に記載する

重点取組の名称 救急医療機関の連携と機能維持
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

期

計画（P) 評価（C)

　　実施計画

１四半期

実施計画に対する実績 実施後の分析、検証

１（１）小児救急医療支援事業
　　　高知市に、輪番病院の運営支援のための補助金を
　　交付決定（４月）

（２）小児救急トリアージ担当看護師設置支援事業
　　４施設に交付決定

２（１）救急医療情報システム運営委託事業
　　閲覧回数　4～6月実績
　　インターネット：71,218件、電話：13,476件
　　第1-6、2-6半期支払い完了

１（１）初期・二次小児救急（輪番体制）の体制維持や、
県域の小児救急医療の崩壊防止のための、必要な取り
組みの実施を行うことができた。

　（２）昨年度に引き続き、小児輪番病院の小児救急患
者のトリアージ担当看護師の設置を支援することで、小
児科医師の負担を軽減し、小児救急医療の確保に必要
な取り組みを行うことができた。

改善（A）

記載時期：四半期毎
記載内容：実施計画に対する実施状況（実績等）

記載時期：四半期毎
記載内容：５W1Hの視点で実施後の分析、検証結果

４　医療機関の機能維持や医師の減少を抑えるための支援
　（１）救急勤務医支援事業
　（２）救命救急センターの運営支援事業
　（３）地域における小児医療確保事業（須崎福祉保健所）

３（１）医療従事者の救命救急医療の専門技術の習得
および向上が実現され、病院前救護や初期診療の体制
強化となった。今後、第２回を幡多地域で開催予定して
おり、郡部の医療従事者に向けて、さらなるメディカルコ
ントロール体制の強化を図っていく必要がある。

４（１）国の内示待ち
　（２）国の内示待ち
　（３）小児救急医療シンポジウムについて、H24年の
　　　１～3月の間に開催するよう調整中。

実施上の課題等

３　メディカルコントロール体制の強化
　（１）救急医療従事者研修委託事業
　　　PSLS/ISLS研修の実施（第１回）
　　　ACLS研修の実施

委託先が昨年度と変わり、初めて医療センターへ
委託をするため、３研修が適切に運営されるよう支
援等を行う

２四半期

１　休日・夜間の医療体制の維持
　（１）小児救急医療支援事業
　　・平日夜間小児急患センター、調剤薬局の運営支援
　　・小児二次輪番病院の運営支援
　
　（２）小児救急トリアージ担当看護師設置支援事業
　
２　救急医療情報の提供
　（１）救急医療情報システム運営委託事業
　　　第6-3半期支払い

２（１）救急医療情報システム運営委託事業
　　閲覧回数　７月実績
　　インターネット：23,202件、電話：4,594件
　　第3-6半期支払い完了

３（１）救急医療従事者研修事業委託契約の締結
　委託先：高知医療センター
　7/24　PSLS/ISLS研修（高知会場）　受講者　60名

４　医療機関の機能維持や医師の減少を抑えるための支援
　（１）救急勤務医支援事業
　（２）救命救急センターの運営支援事業
　（３）地域における小児医療確保事業（須崎福祉保健所）

３四半期
３　メディカルコントロール体制の強化
　（１）救急医療従事者研修委託事業
　　　PSLS/ISLS研修の実施（第２回）
　　　JATEC研修の実施

JATECは初めての県内での研修のため、実施会
場等の確認、研修実施の支援を行う

１　休日・夜間の医療体制の維持
　（１）小児救急医療支援事業
　　・平日夜間小児急患センター、調剤薬局の運営支援
　　・小児二次輪番病院の運営支援
　
　（２）小児救急トリアージ担当看護師設置支援事業
　
２　救急医療情報の提供
　（１）救急医療情報システム運営委託事業
　　　第6-4半期支払い、第6-5半期支払い

４四半期

１　休日・夜間の医療体制の維持
　（１）小児救急医療支援事業
　　・平日夜間小児急患センター、調剤薬局の運営支援実績
報告
　　・小児二次輪番病院の運営支援実績報告
　（２）小児救急トリアージ担当看護師設置支援事業実績報告
　
２　救急医療情報の提供
　（１）救急医療情報システム運営委託事業実績報告
　　　第6-6半期支払い

３　メディカルコントロール体制の強化
　　（１）救急医療従事者研修委託事業実績報告

４　医療機関の機能維持や医師の減少を抑えるための支援
　（１）救急勤務医支援事業
　（２）救命救急センターの運営支援事業
　（３）地域における小児医療確保事業（須崎福祉保健所）
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38 8重点取組の名称 救急医療機関の連携と機能維持
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

日本一の健康長寿県構想の取り組み状況と成果 その２

１休日・夜間の医療体制の維持
（１）小児救急医療支援
　平日夜間の軽症患者を治療する平日夜間の急
患センターや調剤施設の運営の支援、小児二次
輪番病院の運営に対する支援

（２）小児救急トリアージ担当看護師設置支援
　小児二次救急輪番病院の医師の負担を軽減す
るため、小児救急患者のトリアージ等を行う看護
師の設置を支援する

１
（１）小児救急医療支援
　高知市に救急医療施設運営費補助金を交付

（２）小児救急トリアージ担当看護師設置支援事業
　４施設（高知医療センター、国立高知病院、高知赤十字病
院、JA　高知病院）に補助金交付

継　続

３救急医療情報の提供
（１）救急医療情報システム運営委託事業
　県民や救急隊員等に、受け入れ可否情報等の
リアルタイムの救急医療情報を提供する

３
（１）救急医療情報システムの運営
　高知県救急医療情報センターに委託

３
(１)救急利用情報システムの運営
　4月～７月　　インターネット閲覧数　 94,420件(前年同期88,907件)
　　　　　　　　　電話問い合わせ件数　18,070件(前年同期13,151件)

３
(１)システムの利便性の向上を図っていることや、救急医療情報セン
ターの利用を適正受診のため周知したことにより、インターネット閲覧
数、電話問い合わせ件数ともに増加し、県民や関係機関に正確な救急
医療情報の提供ができている。

継　続

取組の内容及び事業概要
インプット（投入）

<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>
アウトプット（結果）

<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>
アウトカム（成果）

<アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化を示すこと>
課題と次年度の対応

４医療機関の機能維持や医師の減少を抑えるた
めの支援
（１）救急勤務医支援
　医師の勤務環境を改善するため救急勤務医手
当の支給に対して支援する

（２）救命救急センターの運営支援
　救命救急センターの運営に対して支援を継続
する

（３）地域における小児医療確保（須崎福祉保健
所）
　郡部の小児医療を確保するため地域の医師の
協力体制を整備する

４
（１）救急勤務医支援事業　補助金交付
（２）救命救急センターへの運営補助
（３）小児救急医療シンポジウムの開催（須崎福祉保健所）

継　続

２メディカルコントロール体制の強化
（１）救急医療従事者研修委託事業
　医療従事者を対象に、病院前救護及び初期診
療の体制を強化する

２
（１）救急医療従事者研修委託事業
・PSLS（脳卒中病院前救護）/ISLS（脳卒中初期診療）を高知、
幡多会場で実施（２回開催）
・ACLS（心肺蘇生技術）研修を開催（１回開催）

２
（１）救急医療従事者研修事業
・PSLS/ISLS研修（第１回）　高知会場　60名受講

２
(１)救護活動の最前線にいる医療従事者等の救命救急医療に係る専
門技術の習得及び向上が実現され、病院前救護及び初期診療の体制
強化となった。

２
(１)ＰＳＬＳ/ＩＳＬＳ、ＡＣＬＳ研修事業に加え、H24年度に外傷診療の専門技術(ＪＡＴＥＣ)の習得を
目的とした研修事業を開催予定。医療従事者の外傷診療についての専門技術の習得を図り、病
院前救護や初期診療のさらなる体制強化を図る。
【課題】県内で初めての開催であるため、委託先等や関係機関との連携を図る。
　　　　日程については、Ｈ２３年度内に主催者であるＪＴＣＲ事務局と調整必要。
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その１
実行（D)

内容

記　 載
方法等

実施後の分析、検証 変更計画 実施上の課題

重点取組の名称 ドクターヘリの導入を契機とする救急医療体制の進化
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

改善（A）

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計画欄に
記載する

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画を実施するにあたり、想定される
課題等
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更
計画欄に記載する

記載時期：四半期毎
記載内容：実施計画に対する実施状況（実績等）

記載時期：四半期毎
記載内容：５W1Hの視点で実施後の分析、検証結果

期

計画（P) 評価（C)

　　実施計画 実施上の課題等 実施計画に対する実績

記載時期：四半期毎
記載内容：実施後の分析、検証結果を基に必要に応じて変更し
た実施計画

記載時期：変更計画の策定後
記載内容：変更計画を実行するに当たり、想定
される課題等

１四半期

１　ドクターヘリ等を活用した新たな救急医療体制について
　　の検討
　　　・第３回運航調整委員会を開催（５月）
　　　　　運航調整委員会の下部組織として評価検証部会を
　　　　設置。以降、随時部会を開催
　　　・高知県救急医療協議会救急医療体制検討専門委員
　　　　会において、新たな救急医療体制について検討
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６～７月）

・消防や医療機関と新たな連携体制についての検討
・要請→出動→着陸→病院受入れの具体的シミュ
レーション
・ＦＭＲＣ等のドクターカーも含めた医師の現場派遣
の症例検討

１
　・第３回運航調整委員会を開催(5/10)
　
　・新たな救急医療体制の検討にあたり、関係医療
　　機関及び消防機関に対して、現状の課題の聞き
　　取り調査を実施

２　ドクターヘリの運航に関する関係機関との協議
　　　　第３回運航調整委員会を開催（再掲）

・より早い患者接触のために、県内各市町村におけ
るさらなるランデブーポイントの確保と、消防機関か
らの要請時間の短縮が必要。
・基地病院以外の受入れ病院との連携策の検討（特
に安芸、幡多けんみん、高知大医学部、日赤、近森）

２　第３回運航調整委員会を開催(5/10)（再掲）
　　　・運航状況の報告
　　　・ヘリ症例検討部会の設置
　　　・ヘリ運航要領の一部改正

３　基地病院内へのヘリ基地の整備
　　　　ヘリ基地の仕様について、基地病院と協議を行う

基地病院の事業進捗の確認 ３
　ヘリ基地の仕様について基地病院と協議を行った

１　本年度は以下の内容を検討していくことを、関係者間
で確認した。
　　・動画伝送システムの導入
　　・ドクターカーの有効活用
　　・医師による受入先調整

２　ドクターヘリの運航に関する関係機関との協議
　　　・運航調整委員会評価検証部会の開催（再掲） ２　ドクターヘリ運航調整委員会　評価検証部会を開

催
　　（９月下旬予定）

２　ドクターヘリの運用に関して、関係者間で具体的な事
例をもとに検証を行い、より円滑な運用につなげることが
できた。

３　基地病院内へのヘリ基地の整備
　　　　基地病院において、ヘリ基地整備工事に着手

３
　・高知空港と駐機期間延長の協議

　・基地病院に対して、ヘリ基地整備補助金の交付決
定（予定）

３四半期

１　ドクターヘリ等を活用した新たな救急医療体制について
　　の検討
　　　・運航調整委員会評価検証部会の開催
　　　・高知県救急医療協議会救急医療体制検討専門委員
　　　　会において、新たな救急医療体制について検討

２四半期

１　ドクターヘリ等を活用した新たな救急医療体制について
　　の検討
　　　・運航調整委員会評価検証部会の開催
　　　・高知県救急医療協議会救急医療体制検討専門委員
　　　　会において、新たな救急医療体制について検討

１
　・高知県救急医療協議会(7/11開催）において、新た
な救急医療体制について、方針を検討

　・高知県救急医療体制検討専門委員会（8/8開催）
において、新たな救急医療体制について、詳細な内
容を検討

２　ドクターヘリの運航に関する関係機関との協議
　　　　運航調整委員会評価検証部会の開催（再掲）

２　ドクターヘリの運航に関する関係機関との協議
　　　　運航調整委員会評価検証部会の開催（再掲）

３　基地病院内へのヘリ基地の整備
　　　　ヘリ基地工事竣工

１　ドクターヘリ等を活用した新たな救急医療体制について
　　の検討
　　　・運航調整委員会評価検証部会の開催
　　　・高知県救急医療協議会救急医療体制検討専門委員
　　　　会において、新たな救急医療体制について検討

４四半期
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39 8重点取組の名称 ドクターヘリの導入を契機とする救急医療体制の進化
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

日本一の健康長寿県構想の取り組み状況と成果 その２

取組の内容及び事業概要
インプット（投入）

<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>
アウトプット（結果）

<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>
アウトカム（成果）

<アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化を示すこと>
課題と次年度の対応

１　ドクターヘリ等を活用した新たな救急医療体
制についての検討

・動画伝送実施機関（救命救急センター（３病院）及び２消防本
部）への聞き取り調査の実施

・高知県救急医療協議会での検討

・高知県救急医療体制検討専門委員会での検討

・動画伝送の有効性について、意見をいただいた。

・本年度の救急医療体制に係る検討の方向性について検討した。

・本年度は以下の内容を検討していくことを、関係者間で確認できた。
　　・動画伝送システムの導入
　　・ドクターカーの有効活用
　　・医師による受入先調整

継　続

継　続

３　基地病院内へのヘリ基地の整備 ヘリ基地の仕様について、基地病院と協議 当初の設計内容からの変更について協議を行った。 費用を抑えかつ安全性の高い設計となった。
23年度で完了

２　ドクターヘリの運航に関する関係機関との協
議

・ドクターヘリ運航調整委員会の開催

・ドクターヘリ運航調整委員会評価検証部会の開催

運航調整委員会において、以下の内容を協議・報告。
　・運航状況の報告
　・評価検証部会の設置
　・ヘリ運航要領の一部改正

評価検証部会において、具体的事例を基に検証を実施

ドクターヘリの運航状況について、関係機関の間で情報の共有ができ
た。
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40 9

その１
実行（D)

内容

記　 載
方法等

４四半期

１　医療施設耐震化臨時特例基金事業費補助金

・医療施設耐震化臨時特例基金事業費を活用した病院のう
ち、５病院が耐震化完了

・医療施設耐震化臨時特例基金事業を活用予定の４病院が
耐震化工事に着手（年度末）

２　医療施設耐震整備事業費補助金

・医療施設耐震整備事業費を活用した病院のうち、２病院が
耐震化完了

２　医療施設耐震整備事業費補助金

・耐震化できていない全病院に対し、Ｈ２４年度の医療施設
耐震整備事業費補助金の要望調査を実施

３四半期

２　医療施設耐震整備事業費補助金
　　１病院に対し交付決定（9月予定）２四半期

１　医療施設耐震化臨時特例基金事業費補助金

・１病院に対し交付決定
・９月補正で、医療施設耐震化臨時特例基金事業を活用し
て23年度内に着手の病院に係る債務負担を計上（３病院）
・上記の債務負担３病院に対し、順次交付決定を行う

１　医療施設耐震化臨時特例基金事業費補助金

・９月補正で、医療施設耐震化臨時特例基金事業を
活用して23年度内に着手の病院に係る債務負担を計
上（２病院）

２　医療施設耐震整備事業費補助金
　　１病院に対し交付決定（5/26）

記載時期：変更計画の策定後
記載内容：変更計画を実行するに当たり、想定
される課題等

１四半期

２　医療施設耐震整備事業費補助金

・予定している３病院に対し、順次交付決定を行う。

実施上の課題等 実施計画に対する実績 実施後の分析、検証 変更計画 実施上の課題

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計画欄に
記載する

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画を実施するにあたり、想定される
課題等
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更
計画欄に記載する

記載時期：四半期毎
記載内容：実施計画に対する実施状況（実績等）

記載時期：四半期毎
記載内容：５W1Hの視点で実施後の分析、検証結果

記載時期：四半期毎
記載内容：実施後の分析、検証結果を基に必要に応じて変更し
た実施計画

重点取組の名称 災害拠点病院等の耐震化
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

期

計画（P) 評価（C) 改善（A）

　　実施計画
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40 9重点取組の名称 災害拠点病院等の耐震化
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

日本一の健康長寿県構想の取り組み状況と成果 その２

課題と次年度の対応

１　医療施設耐震化臨時特例基金事業費補助金
２　医療施設耐震整備事業費補助金

・９月補正で２病院を追加

・予算化されているものについては、順次交付決定・着工

・耐震化工事を行う医療機関の増加

　新耐震基準である病院及びH22年度に耐震化工事に着手した病院
　　⇒73病院
　医療施設耐震化臨時特例基金事業費補助金によりH23年度に耐震化
　工事に着手した病院⇒3病院
　医療施設耐震整備事業費補助金によりH23年度に耐震化工事に着手
　した病院⇒3病院

・災害時に重要な役割を果たす医療機関の耐震化が進む。 ・耐震化工事の予定のない医療機関（21病院）への対応

取組の内容及び事業概要
インプット（投入）

<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>
アウトプット（結果）

<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>
アウトカム（成果）

<アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化を示すこと>
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43 10

その１

実行（D)

内容

記　 載
方法等

４四半期

１）新病院の整備
　○医師公舎解体工事（1月～2月末）
　○芸陽病棟解体工事事前影響調査（1月～2月末）
　○病院本体Ⅰ期(精神病棟)外構工事（2月～3月末）

３）病院ＧＰの養成

２）中核病院としての機能の再構築
　○医師確保に向けた取り組みを継続
　○運営委員会の開催（月1回）
　○アクションプランのＰＤＣＡ（四半期単位）

１）新病院の整備

　○病院本体Ⅰ期(精神病棟)外構工事（H24.6月～7月末）
　　　・津波対策のための設計変更により、工期を4ヶ月延期。

２）中核病院としての機能の再構築
　○医師確保に向けた取り組みを継続
　○運営委員会の開催（月1回）
　○アクションプランのＰＤＣＡ（四半期単位）

３）病院ＧＰの養成

２四半期

１）新病院の整備
　○医師公舎Ⅱ、Ⅲの実施設計（8月～H24.2月末）
　○医師公舎解体工事実施設計（8月～10月末）
　○医師公舎Ⅰ舗装工事（9月～10月末）

　○病院統合に係る運営システム等構築支援委託業務契約
　○新病院の名称公募

１）新病院の整備
　○医師公舎Ⅱ、Ⅲ実施設計契約（7/28）
　○医師公舎解体工事実施設計契約（9月初旬予定）
　○医師公舎Ⅰ舗装工事契約（9月初旬予定）
　○北屋外棟建築工事設計契約（7/1）
　○病院統合に係る運営システム等構築支援委託
　　業務契約（7/26）
　○新病院の名称を公募（7/19～8/31）

１）新病院の整備
　○おおむね順調に進んでいる。

３四半期

１）新病院の整備
　○病院統合に係る条例改正議案提出（12月議会）
　　　「高知県公営企業の設置等に関する条例」

１）新病院の整備
　○病院本体Ⅰ期工事契約(3/25)
　○Ⅰ期解体工事（看護宿舎）契約(3/23)
　○Ⅰ期解体工事（倉庫等）契約(3/11)
　○医師公舎Ⅰ建築工事契約(4/11)
　○東日本大震災を受けて、津波対策のため、設計等
　　の見直しを行った。(6/2)

　○病院統合に係る運営システム等支援委託業務の
　 　プロポーザル募集要項を公示(5/30)

２）中核病院としての機能の再構築
　○医師確保に向けた取り組みを継続
　○運営委員会の開催（月1回）
　○アクションプランのＰＤＣＡ（四半期単位）

２）中核病院としての機能の再構築
　○これからも引き続き継続していく必要がある。

重点取組の名称 地域の中核病院としての県立安芸病院・芸陽病院の機能充実
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

　　実施計画 実施後の分析、検証

計画（P)

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計画欄に記載す
る

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画を実施するにあたり、想定される
課題等
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計
画欄に記載する

改善（A）評価（C)

期

３）病院ＧＰの養成

１）新病院の整備
　○津波対策予算の計上（9月補正予算）

２）中核病院としての機能の再構築
　○医師確保に向けた取り組みを継続
　○運営委員会の開催（月1回）
　○アクションプランのＰＤＣＡ（四半期単位）

１）新病院の整備
　○病院本体Ⅰ期工事（～H24.7月末）
　　　・津波対策のための設計変更により、工期を4ヶ月延長。
　　　・精神病棟部門供用開始 (H24.4 → H24.8)

　○病院本体Ⅱ、Ⅲ期工事の工期変更
　　　・開院 (H25.12 → H26.4)
　　　・グランドオープン (H26.8 → H26.12)

２）中核病院としての機能の再構築
　○高知大に対する医師派遣の継続要請
　○運営会議を毎月開催
　○アクションプランの実行

２）中核病院としての機能の再構築
　○これからも引き続き継続していく必要がある。

３）病院ＧＰの養成
　○新病院長との協議を加速していく。

１）新病院の整備
　○おおむね順調に進んでいる。

３）病院ＧＰの養成
　○新病院と病院ＧＰ養成に関する協議を行い、プログラム
　　策定に向けたスケジュール等を作成する。

３）病院ＧＰの養成
　○高知大等関係者と協議を行った。
　　　(7/8、7/26、8/14、8/16、次回9/24予定)

３）病院ＧＰの養成
　○引き続き、関係者との協議を加速していく。

１四半期

１）新病院の整備
　○病院本体Ⅰ期工事（4月～H24.3月末）
　○Ⅰ期解体工事（看護宿舎）（4月～6月末）
　○Ⅰ期解体工事（倉庫等）（4月～5月中旬）
　○医師公舎Ⅰ建築工事（4月～10月末）

　○病院統合に係る運営システム等構築支援委託業務の
　　プロポーザル実施

２）中核病院としての機能の再構築
　○高知大に対する医師派遣の継続要請
　○運営会議を毎月開催
　○アクションプランの実行
　○第3回高知県立病院経営健全化推進委員会を
　　開催（7/22）
　○経営会議の有り方の見直し案を作成。
　　10月から試行予定。

記載時期：変更計画の策定後
記載内容：変更計画を実行するに当たり、想定さ
れる課題等

３）病院ＧＰの養成
　○新病院長の就任を受けて、高知大、医療再生機構
　　関係者と協議を行った。(4/26、5/9、5/18、5/30、
　　5/31)

実施上の課題

記載時期：四半期毎
記載内容：実施後の分析、検証結果を基に必要に応じて変更した実
施計画

実施上の課題等 実施計画に対する実績 変更計画

記載時期：四半期毎
記載内容：実施計画に対する実施状況（実績等）

記載時期：四半期毎
記載内容：５W1Hの視点で実施後の分析、検証結果
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43 10重点取組の名称 地域の中核病院としての県立安芸病院・芸陽病院の機能充実
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

日本一の健康長寿県構想の取り組み状況と成果 その２

○新病院長の就任後、9回にわたって、高知大、医療再生
　機構等、関係者と協議を行った。（次回9/24予定）

３）病院ＧＰの養成

○4月から8月の間に合計22回、公営企業局長が高知大学
　医学部を訪問し医学部長、院長をはじめ、関係する全ての
　医局の教授等と面会し、医師派遣の要請を行なった。
　（院長も随時同席）

○高知大と県立病院の互いの現状を把握するとともに、両者間の関係を
　より密にすることができた。

２）中核病院としての機能の再構築

○新病院の名称公募を行なった。
　・県立病院、県東部市町村で名称公募チラシ1,000枚を配布
　　した。
　・県立病院課及び各県立病院のホームページで名称を
　　公募した。
　・名称採用者には、賞状と副賞（図書カード5千円分）を贈呈
　　することとした。

○新病院名称応募件数：223件
　・9/14に安芸地域県立病院（仮称）名称選定委員会を開催予定。

○引き続き継続していく。○病院ＧＰの養成の必要性について、新院長及び関係者との間で共通
　認識を醸成することができた。

○麻酔科診療応援の派遣元である高知大と調整を行い、
　一定、緊急手術も行うことが出来るようになった。
　　　　〈これまで〉定期－週1回　　　緊急－不可
　　　　〈現在〉　　 定期－週1回　　　緊急－可（対応可能な範囲で）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　緊急の実績（4月～8月）：16回

課題と次年度の対応

○引き続き継続していく。

インプット（投入）
<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>

アウトプット（結果）
<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化を示すこと>

○引き続き継続していく。

取組の内容及び事業概要

１）新病院の整備
○病院本体Ⅰ期工事
　　（予算）2,404,241千円
○Ⅰ期解体工事（看護宿舎）
　　（予算）12,600千円
○Ⅰ期解体工事（倉庫等）
　　（予算）7,350千円
○医師公舎Ⅰ建築工事
　　（予算）105,078千円
○医師公舎Ⅱ、Ⅲ実施設計
　　（予算）7,631千円
○北屋外棟建築工事設計

○病院統合に係る運営システム等構築支援委託
　　（予算）26,943千円

○病院本体Ⅰ期工事
　　（契約額）2,369,105千円
○Ⅰ期解体工事（看護宿舎）
　　（契約額）10,913千円
○Ⅰ期解体工事（倉庫等）
　　（契約額）5,460千円
○医師公舎Ⅰ建築工事
　　（契約額）92,744千円
○医師公舎Ⅱ、Ⅲ実施設計
　　（契約額）7,329千円
○北屋外棟建築工事設計
　　（契約額）7,455千円
○病院統合に係る運営システム等構築支援委託
　　（契約額）14,980千円

○1階が浸水した場合も病院機能を維持するため、津波対策
　を実施。（予算計上額　236,262千円）

○津波対策として、電気室、機械室を2階に移転する設計変更を行なった。
　このため、開院が当初計画から4カ月遅れることになった。
　（H25.12→H26.4）

○災害拠点病院としてのハード面の機能充実が図られた。
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その１

実行（D)

内容

記　 載
方法等

２）医師の確保
　○医師確保に向けた取り組みを継続

３）健全経営の維持
　○経営会議の開催（月1回、原則第3木曜）

４四半期

１）幡多保健医療圏でほぼ完結できる医療の提供
　○地域住民への啓発を目的として、医療公開講座を開催。

２）医師の確保
　○医師確保に向けた取り組みを継続

３）健全経営の維持
　○経営会議の開催（月1回、原則第3木曜）

３四半期

１）幡多保健医療圏でほぼ完結できる医療の提供
　○地域がん診療連携拠点病院の指定申請
　○がん診療に携わる医師を対象とする緩和ケア研修会
　　を開催。(11/5～6)
　○地域住民への啓発を目的として、医療公開講座を開催。
      (10/16、11/27)

　○指定要件である、専門医等の確保。

２）医師の確保
　○医師確保に向けた取り組みを継続

２）医師の確保
　○高知大に対する医師派遣の継続要請

２）医師の確保
　○これからも引き続き継続していく。

３）健全経営の維持
　○経営会議の開催（月1回、原則第3木曜）
　○経営健全化推進委員会の開催
　○経営会議の有り方の検討

３）健全経営の維持
　○経営会議を毎月開催
　○第3回高知県立病院経営健全化推進委員会を
　　開催（7/22）
　○経営会議の有り方の見直し案を作成。
　　・H23.10から試行予定。

３）健全経営の維持
　○これからも引き続き継続していく。

２四半期

１）幡多保健医療圏でほぼ完結できる医療の提供
　○地域がん診療連携拠点病院の指定に向けた環境整備
　○地域住民への啓発を目的として、医療公開講座を開催。
      (8/21)

１）幡多保健医療圏でほぼ完結できる医療の提供
　○地域がん診療連携拠点病院指定要件に関する
　　課題について、厚生労働省にヒアリング。（8/11）
　○幡多ふれあい医療公開講座を開催。(8/21)

１）幡多保健医療圏でほぼ完結できる医療の提供
　○10月の申請に向けて、計画どおりに進んでいる。
　○課題であった専門医等の確保に関する指定要件に
　　ついては、厚生労働省ヒアリングにより、現在の体制
　　で要件を満たせる見込みとなった。

２）医師の確保
　○医師確保に向けた取り組みを継続

２）医師の確保
　○皮膚科常勤医ゼロから1名に復元。(4/1)
　○皮膚科常勤医1名から2名に増員。(6/27)
　○高知大に対する医師派遣の継続要請
　○新規に初期臨床研修医2名を確保。
　　　H22年度：2名（1年目－2名、2年目－0名）
　　　H23年度：4名（1年目－2名、2年目－2名）

２）医師の確保
　○これからも引き続き継続していく必要がある。

３）健全経営の維持
　○経営会議の開催（月１回、原則第３木曜）

３）健全経営の維持
　○経営会議を毎月開催

３）健全経営の維持
　○これからも引き続き継続していく。

１四半期

１）幡多保健医療圏でほぼ完結できる医療の提供
　○地域がん診療連携拠点病院の指定に向けた環境整備

　○院内がん登録業務に対応するため、診療情報管理士を
      1名増員。
　○地域住民への啓発を目的として、医療公開講座を開催。
      (4/17、6/19)

１）幡多保健医療圏でほぼ完結できる医療の提供
　○高知県がん診療連携推進病院に指定。(4/1)
　○外来化学療法室に専任の看護師2名を配置。(4/1)
　○がん患者対象のセカンドオピニオン外来を開始
      (5/1)
　○がん拠点病院の指定に向けた環境整備を図る
     ため「がん診療委員会」を開催（4/26）
　○院内外の医療関係者を対象とした、「がん」に
　 　関する勉強会を開催（4/22、5/13、6/10)
　○がん登録の参考とするため、診療情報管理士が
 　　医療センター、日赤を見学。(4/19)
　○医療ソーシャルワーカー(MSW)などの相談業務
　　従事者4名が、指定要件である相談員基礎研修を
　　受講。（5/18～20)
　○診療情報管理士2名が、指定要件である院内がん
     登録実務研修を受講。（6/2～3、7～8)

　○診療情報管理士1名を採用。(4/1)
　○幡多ふれあい医療公開講座を開催。(4/17、6/19)

１）幡多保健医療圏でほぼ完結できる医療の提供
　○10月の申請に向けて、計画どおりに進んでいる。

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計画欄に記載す
る

記載時期：年度当初
記載内容：実施計画を実施するにあたり、想定される
課題等
※年度途中に計画を変更(修正）する場合は、変更計
画欄に記載する

記載時期：四半期毎
記載内容：実施計画に対する実施状況（実績等）

記載時期：四半期毎
記載内容：５W1Hの視点で実施後の分析、検証結果

記載時期：四半期毎
記載内容：実施後の分析、検証結果を基に必要に応じて変更した実
施計画

記載時期：変更計画の策定後
記載内容：変更計画を実行するに当たり、想定さ
れる課題等

期

計画（P) 評価（C) 改善（A）

　　実施計画 実施上の課題等 実施計画に対する実績 実施後の分析、検証 変更計画 実施上の課題

重点取組の名称 地域の中核病院としての県立幡多けんみん病院の機能充実
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ
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44 11重点取組の名称 地域の中核病院としての県立幡多けんみん病院の機能充実
日本一の健康長寿県構想

掲載ページ
線表（課題整理シート）

の掲載ページ

日本一の健康長寿県構想の取り組み状況と成果 その２

２）医師の確保
　○医師確保に向けた取り組みを継続。 ○4月から8月の間に合計22回、公営企業局長が高知大学

　医学部を訪問し医学部長、院長をはじめ、関係する全ての
　医局の教授等と面会し、医師派遣の要請を行なった。
　（院長も随時同席）

○高知大と県立病院の互いの現状を把握するとともに、両者間の関係を
　より密にすることができた。

○皮膚科の常勤医がゼロから2名に増員となった。
　　　H21.11～　　常勤ゼロ
　　　H23.  4～　　常勤 1名体制に復元
　　　H23.  6～　　常勤 2名体制に拡充

○引き続き継続していく。

３）健全経営の維持
　○経営健全化推進委員会の開催
　○経営会議の有り方の検討

○7/22に経営健全化推進委員会を開催した。 ○病院事業の共通課題への適切な対応と、病院のマネジメント体制の強化
　を図るため、病院事業全体及び各病院内の会議体を見直すこととした。
　　・H23.10から試行予定。

○H22決算では、単年度黒字（1.5憶円）となった。 ○引き続き継続していく。

取組の内容及び事業概要
インプット（投入）

<講じた手立てが数量的に見える形で示すこと>
アウトプット（結果）

<インプット（投入）により、具体的に現れた形を示すこと>
アウトカム（成果）

<アウトプット（結果）等を通じて生じるプラスの変化を示すこと>
課題と次年度の対応

１）幡多保健医療圏でほぼ完結できる医療
　　の提供
　○地域がん診療連携拠点病院の指定に
　　　向けた環境整備

○外来化学療法室に専任の看護師2名を配置。
○診療管理士を1名増員。
○医療ソーシャルワーカー(MSW)などの相談業務従事者4名
　が、指定要件である相談員基礎研修を受講。

○地域がん診療連携拠点病院の指定要件を満たせる見込みとなった。

　○地域住民への啓発を目的として、医療
　　公開講座を開催。

○地域住民への啓発を目的として、幡多ふれあい医療公開
　講座を3回開催した。
　　第1回（4/17）　・幡多の医療をみんなで守りましょう
　　　　　　　　　　　　・がんとうまく向き合うために
　　第2回（6/19）　・高血圧症について
　　　　　　　　　　　　・糖尿病、高脂血症について
　　第3回（8/21）　・子育てと子どもの病気
　　　　　　　　　　　　・小児救急

○医療公開講座参加者数
　　第1回：149人
　　第2回：102人
　　第3回：  48人

○講座聴講者からは好評を得ており、地域住民への啓発が進んでいる。
　（アンケートでの主な感想）
　・幡多地域の医療の現状がよくわかった。
　・幡多地域で医療公開講座が開かれるようになったことが嬉しい。
　・医療公開講座を広めるため、広報の仕方を工夫した方が良い。　　など

○より多くの地域住民に、医療公開講座に参加していただけるように、広報の仕方に工夫が
　必要である。
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